
一
七
六
四
年
朝
鮮
通
信
使
と
日
本
の
租
棟
学
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【
要
約
】
　
こ
れ
ま
で
朝
鮮
通
信
使
の
研
究
で
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
先
進
的
な
朝
鮮
の
学
術
文
化
が
湯
本
に
伝
達
さ
れ
た
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
日
本
で

古
学
が
一
世
を
風
屯
し
て
以
後
は
、
こ
の
通
説
は
成
り
立
た
な
い
。
～
八
世
紀
は
両
国
学
術
関
係
の
転
換
期
に
当
た
っ
て
い
た
。
一
七
四
八
年
通
信
使
の

一
行
は
朱
子
学
が
尊
ば
れ
な
い
日
本
の
学
術
情
況
を
知
り
、
危
機
感
の
み
を
募
ら
せ
た
が
、
次
の
一
七
六
四
年
の
そ
れ
で
は
、
位
譲
学
の
何
で
あ
る
か
を

知
ろ
う
と
し
て
極
め
て
積
極
的
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
日
本
で
『
二
棟
講
説
を
熟
読
し
『
弁
道
』
『
弁
名
』
を
手
に
入
れ
た
だ
け
で
な
く
、
彼
の
弟
子
た
ち

の
業
績
で
あ
る
『
七
道
孟
子
考
文
曝
な
ど
を
帰
国
直
前
に
あ
っ
て
も
獲
得
し
よ
う
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
彼
ら
が
帰
国
後
に
行
っ
た
祖
画
学
の
紹
介
は
、
い

ず
れ
も
そ
の
核
心
を
外
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
紹
介
し
か
で
き
ず
、
こ
の
時
に
祖
重
心
が
朝
鮮
に
ほ
と
ん
ど
伝
わ
ら
な
か
っ
た
の
は
、
当
時

朱
子
学
以
外
を
語
る
こ
と
が
厳
禁
さ
れ
て
い
た
な
ど
、
朝
鮮
の
国
内
諸
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
史
林
　
八
九
巻
五
号
　
二
〇
〇
六
年
九
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
朝
鮮
通
信
使
に
つ
い
て
通
説
の
ご
と
く
言
わ
れ
る
こ
と
の
一
つ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

で
あ
る
。
そ
れ
が
そ
の
役
割
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
こ
と
さ
え
あ
る
。

そ
れ
が
朝
鮮
の
先
進
学
問
や
先
進
文
化
を
日
本
へ
伝
え
た
と
い
う
こ
と

た
し
か
に
一
七
世
紀
は
そ
う
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
日
本

で
古
学
が
一
世
を
風
靡
す
る
に
至
り
、
こ
れ
を
承
け
た
一
八
世
紀
申
頃
以
降
に
な
る
と
、
こ
の
通
説
は
成
り
立
た
な
く
な
る
。
日
本
の
儒
学
界

で
は
朝
鮮
の
学
術
文
化
を
先
進
的
な
も
の
と
も
は
や
考
え
な
く
な
る
ば
か
り
か
、
さ
ら
に
は
日
本
で
生
ま
れ
た
古
学
を
逆
に
通
信
使
を
通
じ
て
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朝
鮮
に
伝
え
よ
う
と
考
え
る
者
ま
で
現
れ
た
。
一
方
、
通
信
使
一
行
に
加
わ
っ
て
来
日
し
た
朝
鮮
知
識
人
は
、
こ
の
地
で
古
学
が
流
行
し
朱
子

学
が
尊
ば
れ
な
い
様
を
目
撃
し
て
、
日
本
の
儒
学
界
は
つ
い
に
不
治
の
病
に
と
り
つ
か
れ
て
し
ま
っ
た
、
と
著
し
い
危
機
感
を
募
ら
せ
る
に
至

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

っ
て
い
た
。
我
々
は
こ
の
こ
と
を
～
七
四
八
年
通
信
使
に
即
し
て
す
で
に
明
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
稿
は
こ
の
続
編
で
あ
り
、
一
七

六
四
年
の
そ
れ
に
即
し
て
両
国
の
学
術
関
係
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
租
練
本
人
の
学
術
だ
け
で
な
く
、
彼
の
学
説
に
即
し
て
こ
れ
を
形
に
し
た
弟
子
た
ち
の
業
績
を
も
含
め
て
「
狙
裸
学
」
と
呼
ぶ
。

「
祖
棟
学
」
に
的
を
し
ぼ
っ
た
の
は
、
一
七
六
四
年
通
信
使
の
一
行
に
と
っ
て
最
も
問
題
で
あ
っ
た
学
術
が
、
端
的
に
こ
れ
で
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。

　
朝
鮮
で
は
通
信
使
を
日
本
に
派
遣
す
る
に
あ
た
っ
て
、
最
高
級
の
文
人
を
そ
の
使
節
の
中
に
加
え
た
と
は
、
こ
れ
ま
た
通
説
の
よ
う
に
言
わ

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
彼
ら
が
朝
鮮
に
は
な
い
異
質
な
学
問
に
日
本
で
触
れ
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
か
、
帰
国
後
そ
れ
を
ど
の

よ
う
に
紹
介
し
た
の
か
と
い
う
問
題
は
、
こ
れ
ま
で
問
題
と
し
て
取
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
す
ら
な
か
っ
た
。

　
一
七
六
四
年
通
信
使
の
一
員
に
元
重
挙
が
お
り
、
彼
は
帰
国
後
『
和
国
志
』
と
い
う
歴
代
の
通
信
使
が
残
し
た
も
の
と
し
て
は
最
も
詳
細
な

日
本
研
究
書
を
著
し
た
。
こ
の
た
め
彼
の
日
本
認
識
に
つ
い
て
は
す
で
に
い
く
つ
か
研
究
が
あ
り
、
そ
の
中
で
狙
棟
学
に
つ
い
て
の
認
識
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

い
て
も
簡
単
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
元
重
事
に
よ
る
認
識
に
の
み
問
題
を
限
定
し
て
い
た
の
で
は
、
当
時
両
国
の
学
術
が
互
い
に
ど
の
よ

う
な
位
置
に
あ
っ
た
の
か
と
い
う
重
要
な
問
題
が
消
し
飛
ん
で
し
ま
う
。
そ
れ
で
は
、
一
七
六
四
年
と
い
う
段
階
で
朝
鮮
通
信
使
た
ち
が
但
穿

下
を
ど
こ
ま
で
知
ろ
う
と
し
た
の
か
、
そ
し
て
ど
こ
ま
で
知
る
に
い
た
っ
た
の
か
ま
っ
た
く
解
ら
な
い
。
さ
ら
に
彼
ら
が
そ
れ
を
知
っ
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
意
味
が
何
で
あ
っ
た
の
か
、
問
題
に
さ
え
さ
れ
な
い
。
日
本
に
は
、
日
本
人
側
が
書
き
残
し
た
筆
談
記
録
が
数
多
く
残
っ
て
い
る
。
我
々
は

こ
れ
ら
を
朝
鮮
側
の
記
録
と
つ
き
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
が
当
時
の
日
本
学
術
界
で
最
も
影
響
力
が
あ
っ
た
祖
棟
学
に
つ
い
て
、
ど

の
程
度
ま
で
ど
の
よ
う
な
過
程
で
知
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
で
き
る
だ
け
で
は
な
く
、
彼
ら
が
異
国
で
そ
れ
を
知
っ
た
こ
と
の
意
味
に
ま
で
迫

る
こ
と
が
で
き
る
。
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一七六四年朝鮮通信使と日本の但裸学（夫馬）

　
本
論
に
入
る
前
に
、
日
本
人
儒
者
た
ち
と
筆
談
を
交
し
た
主
な
メ
ン
バ
ー
、
す
な
わ
ち
南
玉
、
成
大
中
、
元
重
挙
、
修
補
蹟
の
四
人
に
つ
い

て
簡
単
に
紹
介
す
る
。
ま
ず
製
古
哲
の
南
玉
（
一
七
二
二
～
一
七
七
〇
）
は
、
字
は
時
輯
、
号
は
秋
月
、
宜
寧
の
人
で
あ
る
。
～
七
五
三
年
（
英

祖
二
九
年
、
乾
隆
一
八
年
）
文
科
出
身
で
あ
る
。
一
七
六
四
年
に
日
本
か
ら
帰
国
、
翌
一
七
六
五
年
（
英
祖
四
一
年
）
に
は
庶
聾
清
通
運
動
に
よ
っ

て
、
李
鳳
換
、
成
大
申
と
と
も
に
特
に
清
官
に
任
用
す
べ
き
で
あ
る
と
国
王
か
ら
命
令
が
下
さ
れ
て
い
る
。
李
鳳
換
も
一
七
四
八
年
通
信
使
の

一
員
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
彼
ら
は
、
朝
鮮
時
代
に
官
界
で
差
別
的
待
遇
を
受
け
た
庶
肇
出
身
で
あ
り
、
か
つ
そ
ろ
っ
て
秀
才
で
あ
っ
た
。
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

七
七
〇
年
（
英
祖
四
六
年
）
に
こ
の
李
鳳
喚
と
と
も
に
同
じ
事
件
に
連
座
し
、
獄
死
し
て
い
る
。
南
画
が
日
本
に
滞
在
し
た
の
は
、
彼
が
四
二

歳
か
ら
四
三
歳
に
か
け
て
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
の
日
記
と
し
て
『
臼
観
記
』
が
あ
る
。

　
次
に
正
使
書
記
の
成
大
中
（
一
七
三
　
丁
一
八
〇
九
）
、
字
は
士
執
、
号
は
龍
淵
、
青
城
な
ど
、
昌
寧
の
人
で
あ
る
。
一
七
五
六
年
（
英
祖
三
二

年
）
庭
試
合
格
。
日
本
か
ら
帰
国
し
た
翌
年
、
南
玉
、
李
鳳
換
と
と
も
に
力
丸
に
任
用
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
こ
と
、
す
で
に
述
べ
た
。
す
な
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ち
彼
も
ま
た
庶
肇
出
身
で
あ
っ
た
。
鄭
玉
子
に
よ
れ
ば
、
彼
は
至
論
性
理
学
派
の
中
で
難
論
系
に
属
す
る
と
い
う
。
北
学
思
想
が
生
ま
れ
る
と

こ
れ
に
傾
倒
し
、
ま
た
彼
自
身
が
斯
学
思
想
形
成
の
一
翼
を
担
っ
た
。
文
学
を
も
っ
て
有
名
と
な
り
、
そ
の
文
集
に
『
青
城
集
』
（
『
韓
国
文
集

叢
刊
』
第
二
四
八
輯
）
が
あ
る
。
日
本
の
儒
者
た
ち
と
筆
談
し
た
と
き
は
、
三
二
歳
か
ら
三
三
歳
に
か
け
て
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
の
日
記
と
し
て

『
楼
上
記
』
、
日
本
論
と
し
て
『
日
本
録
』
が
あ
る
。

　
次
に
副
使
書
記
の
元
重
挙
（
一
七
一
九
…
～
七
九
〇
）
、
字
は
寒
極
、
号
は
玄
川
、
原
城
の
人
で
あ
る
。
一
七
五
〇
年
（
英
祖
二
六
年
）
の
生
員

で
あ
る
。
日
本
滞
在
時
に
は
四
五
歳
か
ら
四
六
歳
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
の
日
記
と
し
て
『
乗
磋
録
』
、
日
本
論
と
し
て
『
和
国
志
』
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

河
宇
鳳
に
よ
れ
ば
、
元
重
挙
も
老
論
の
中
の
洛
論
系
に
属
し
、
金
詰
謙
の
学
問
に
影
響
を
受
け
た
と
い
う
。
同
じ
く
河
宇
鳳
に
よ
れ
ば
、
族
譜

に
よ
っ
て
は
確
認
で
き
な
い
も
の
の
、
多
く
の
情
況
証
拠
か
ら
見
て
至
重
挙
が
五
輪
出
身
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
と
い
う
。
な
お
前
後
恭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

作
は
、
通
信
使
の
製
述
宮
と
書
記
と
は
庶
聾
の
独
占
舞
台
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
南
玉
、
成
大
中
、
元
遜
辞
の

み
な
ら
ず
、
あ
と
一
人
の
書
記
金
仁
謙
も
庶
肇
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
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⑨

　
最
後
に
李
彦
瑛
（
一
七
四
〇
1
一
七
六
六
）
を
紹
介
す
る
。
彼
の
字
は
虞
裳
、
号
は
曇
簑
あ
る
い
は
雲
我
、
江
陽
の
人
で
あ
る
。
代
々
訳
官
の

家
族
に
生
ま
れ
、
彼
自
身
、
一
七
五
九
年
（
英
祖
三
五
年
）
の
訳
科
に
合
格
し
、
司
訳
院
主
簿
と
な
っ
た
。
来
日
時
の
肩
書
き
が
漢
学
通
事
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
と
お
り
、
彼
は
日
本
語
通
訳
と
し
て
来
日
し
た
の
で
は
な
い
。
卑
官
は
両
班
出
身
で
は
な
く
中
人
と
い
う
身
分
の

者
が
な
る
。
し
た
が
っ
て
上
記
三
人
が
庶
肇
と
は
い
え
両
班
出
身
で
あ
っ
た
の
と
全
く
違
う
。
日
本
滞
在
時
に
彼
は
二
四
歳
か
ら
二
五
歳
に
か

け
て
で
あ
り
、
帰
国
の
二
年
後
、
す
な
わ
ち
一
七
六
六
年
（
英
祖
四
二
年
）
に
二
七
歳
で
天
零
し
て
い
る
。
著
作
と
し
て
は
、
後
人
が
編
集
し

た
『
松
穆
館
儘
絵
稿
』
（
『
韓
国
文
集
叢
刊
』
第
二
五
二
輯
）
が
あ
る
。

①
『
新
版
韓
国
の
歴
史
第
二
版
一
国
定
韓
国
高
等
学
校
歴
史
教
科
書
臨
（
世

　
界
の
教
科
轡
シ
リ
…
ズ
ユ
　
東
京
、
明
石
轡
店
、
二
〇
〇
〇
）
頁
二
七
四
。
な
お
、

　
『
エ
暑
叫
エ
号
朴
高
等
学
校
国
史
』
（
ソ
ウ
ル
、
晋
舜
週
暑
釧
野
送
国
史
編

　
纂
委
員
会
・
号
層
三
聖
週
墨
斜
継
溺
国
定
図
書
編
纂
委
員
会
、
二
〇
〇
二
初

　
版
、
二
〇
〇
四
発
行
）
頁
一
三
㎝
で
も
、
こ
の
部
分
は
変
更
な
し
。

②
拙
稿
「
朝
鮮
通
僧
使
に
よ
る
日
本
古
学
の
認
識
－
朝
鮮
燕
行
使
に
よ
る
清
朝

　
漢
学
の
把
握
を
視
野
に
入
れ
一
」
（
欄
思
想
無
第
九
八
一
号
、
二
〇
〇
六
）
。
な

　
お
、
本
稿
で
一
七
六
四
年
通
信
使
と
呼
ぶ
も
の
は
、
朝
鮮
で
は
路
銀
通
信
使
と
呼

　
ば
れ
、
日
本
で
は
甲
申
通
信
使
あ
る
い
は
宝
暦
・
明
和
の
通
信
使
と
呼
ば
れ
る
。

　
本
稿
で
問
題
と
す
る
両
国
間
の
学
術
交
流
は
、
ほ
ぼ
筑
前
博
多
沖
の
藍
島
（
相

　
島
）
に
一
行
が
到
着
し
た
癸
来
＝
一
月
三
日
（
｝
七
六
四
年
一
月
五
日
）
以
降
の

　
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
、
こ
の
通
信
佼
を
～
七
六
四
年
通
信
使
と

　
呼
ぶ
。

③
　
河
棄
石
「
元
列
挙
釧
『
和
国
志
』
酬
一
管
φ
し
（
噸
全
北
史
学
』
第
一
一
・
一

　
二
合
輯
、
一
九
八
九
）
、
同
「
元
重
挙
到
日
本
認
識
」
（
『
李
基
白
先
生
古
稀
記
念

　
韓
国
史
学
論
叢
撫
下
、
ソ
ウ
ル
、
一
睡
閣
、
一
九
九
四
）
、
細
面
朴
一
元
陥
凹
到

　
『
和
国
志
』
州
関
妊
研
究
…
ユ
潮
日
本
認
識
暑
中
心
。
一
呈
1
」
（
成
均

　
館
大
学
校
大
学
院
碩
士
論
文
、
二
〇
〇
四
）
。

④
李
元
植
欄
朝
鮮
通
儒
使
の
研
究
隔
（
京
都
、
思
文
墨
出
版
、
㎝
九
九
七
）
、
第
五

　
章
「
筆
談
唱
和
集
総
目
録
」
。

⑤
金
声
振
「
南
玉
下
生
涯
斗
日
本
平
絹
潮
筆
談
唱
和
」
（
『
韓
国
漢
文
学
研

　
究
』
第
一
九
輯
、
　
一
九
九
六
）
。
彼
の
清
官
爵
と
投
獄
死
去
は
、
㎎
朝
鮮
王
朝
実

　
活
路
英
語
四
～
年
六
月
壬
戌
、
四
六
年
＝
月
壬
申
。

⑥
鄭
玉
子
「
碧
落
ス
τ
成
大
中
」
（
『
僧
号
剋
尋
ロ
τ
糾
司
則
斗
朴
避
韓
国
民
族
文
化

　
大
百
科
事
典
㎞
ソ
ウ
ル
、
遇
号
恕
耐
ロ
τ
糾
望
子
翅
、
一
九
九
五
）
。

⑦
前
号
③
河
宇
鳳
、
一
九
九
四
年
論
文
。

⑧
業
間
恭
作
「
庶
無
考
（
二
）
」
（
醐
朝
鮮
学
報
』
第
六
輯
、
一
九
五
四
）
頁
七
九
。

⑨
韓
泰
文
「
李
彦
瑛
潮
文
学
観
叫
通
信
使
行
州
刈
釧
翔
翔
剋
刃
こ
（
『
国
語
国
文

　
学
㎞
第
三
四
輯
、
一
九
九
七
）
、
日
別
「
『
東
櫨
副
司
隔
重
唱
細
密
彦
瑛
謂
翌

　
冒
銀
豆
斗
ユ
斜
司
」
（
『
韓
国
漢
文
学
研
究
臨
第
三
二
輯
、
二
〇
〇
四
）
。
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復
練
学
認
識
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進
展
1
と
く
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そ
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著
作
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獲
得

一七六四年朝鮮通信使と日本の復裸学（夫馬）

　
一
七
六
四
年
の
朝
鮮
通
信
使
一
行
が
日
本
で
ど
の
よ
う
に
但
書
学
に
対
す
る
認
識
を
深
め
て
ゆ
く
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ま

ず
問
題
と
な
る
の
は
彼
ら
が
来
日
す
る
以
前
、
前
回
の
通
信
使
か
ら
こ
れ
に
つ
い
て
ど
の
程
度
に
伝
達
さ
れ
知
っ
て
い
た
か
で
あ
る
。

　
前
回
の
使
節
と
今
回
の
使
節
と
の
問
で
何
ら
か
の
接
触
が
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
史
料
と
し
て
は
、
ま
ず
南
玉
『
景
観
記
』
癸
未
七
月
二
四

日
の
記
事
を
挙
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
日
ソ
ウ
ル
を
出
発
す
る
に
あ
た
っ
て
、
三
二
・
製
述
宮
・
書
記
ら
が
宮
廷
へ
集
め

ら
れ
、
英
祖
と
会
っ
た
。
こ
の
時
、
詩
文
を
も
っ
て
饅
別
と
し
た
者
の
中
に
、
柳
遁
、
里
言
喚
、
朴
亜
門
の
三
人
の
名
が
見
え
る
。
三
人
と
も

一
七
四
八
年
通
信
使
皿
行
で
あ
り
、
な
か
で
も
李
冷
風
、
朴
百
行
の
二
人
が
古
学
派
を
中
心
と
す
る
日
本
の
儒
者
た
ち
の
矢
面
に
立
っ
た
こ
と
、

す
で
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
た
だ
、
日
本
の
儒
学
情
勢
に
つ
い
て
両
者
の
間
で
何
が
ど
の
程
度
伝
え
ら
れ
た
の
か
は
、
朝
鮮
側
の
記
録
、
日
本
側
の
記
録
と
も
に
明
確
に

は
語
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
史
料
情
況
の
な
か
で
、
重
要
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
の
は
、
元
重
富
が
日
記
『
乗
椎
録
』
に
残
し
た
あ
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
で
あ
る
。
そ
れ
は
彼
が
い
ざ
臼
本
へ
赴
こ
う
と
す
る
直
前
、
釜
山
で
「
両
生
」
と
交
わ
し
た
会
話
で
あ
る
。
「
七
二
」
と
彼
が
呼
ぶ
の

は
、
製
述
官
の
南
玉
と
書
記
の
成
大
中
で
あ
る
こ
と
、
『
乗
磋
録
』
に
何
度
も
兇
え
る
身
上
と
い
う
用
例
の
多
く
が
「
上
書
両
友
」
、
す
な
わ
ち

南
玉
（
字
は
時
魍
）
と
成
大
中
（
字
は
士
執
）
の
二
入
の
友
と
記
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
確
実
で
あ
る
。
会
話
と
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
。

　
聖
篭
挙
　
醸
本
人
は
皇
子
・
朱
子
の
こ
と
を
無
視
し
て
い
る
。
自
分
は
程
子
・
朱
子
を
持
ち
出
し
て
日
本
人
に
対
応
し
よ
う
と
思
う
が
、
ど
う
お
考
え
か
。

　
真
玉
・
成
大
中
　
　
［
難
色
を
示
し
つ
2
そ
れ
は
好
い
こ
と
で
は
あ
る
。
し
か
し
彼
ら
が
無
視
し
て
い
る
の
に
こ
ち
ら
だ
け
～
方
的
に
話
せ
ば
、
必
ず
不
都

　
　
合
に
も
島
巡
し
て
か
み
合
わ
な
い
。
『
左
伝
聴
や
『
世
説
新
語
』
を
踏
ま
え
て
笑
い
話
を
雑
え
、
お
抱
え
の
道
化
役
者
の
よ
う
に
や
る
の
が
｝
番
簡
単
だ
。

　
元
重
挙
　
程
朱
の
道
に
つ
い
て
自
分
は
理
解
で
き
て
い
る
と
は
思
わ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
な
し
で
は
自
分
は
話
す
言
葉
の
糸
口
も
見
付
け
ら
れ
な
い
。
わ
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が
鈍
劣
の
才
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
た
と
え
散
々
冗
談
を
言
っ
て
ふ
ざ
け
あ
い
、
活
発
に
対
談
し
よ
う
と
し
て
も
、
普
段
か
ら
で
き
な
い
こ
と
を
無
理
し
て

　
　
で
き
る
は
ず
が
な
い
。
…
…
わ
が
礼
と
義
の
あ
る
朝
鮮
を
も
つ
て
し
て
、
荘
重
に
振
る
舞
う
と
と
も
に
冠
服
を
整
え
、
動
作
と
威
儀
の
規
範
を
失
わ
ず
、

　
　
程
朱
に
あ
ら
ざ
れ
ば
語
ら
ず
、
経
書
に
あ
ら
ざ
れ
ば
引
か
な
い
、
と
い
う
の
が
む
し
ろ
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
詩
文
で
は
才
能
が
及
ば
な
い
の
で
、
必
ず

　
　
こ
れ
を
や
ら
な
い
で
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
南
玉
・
成
大
中
　
　
［
笑
い
な
が
ら
］
お
っ
し
ゃ
る
こ
と
は
全
く
正
し
く
堂
々
と
し
て
い
る
。
自
分
た
ち
も
服
麿
致
し
ま
し
ょ
う
。
た
だ
詩
文
を
唱
酬
す
る
席

　
　
は
も
と
よ
り
斯
学
の
時
で
は
な
い
。
か
り
に
こ
ち
ら
が
程
朱
を
持
ち
出
し
て
み
た
も
の
の
、
日
本
人
が
妄
り
に
排
斥
を
加
え
た
と
し
た
な
ら
、
白
黒
を
は

　
　
つ
き
り
つ
け
て
言
い
負
か
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
体
面
を
傷
つ
け
て
止
め
に
す
る
よ
り
は
、
初
め
か
ら
問
題
を
起
こ
さ
な
い
方
が
よ
い
。

　
元
重
挙
　
座
中
に
も
し
程
朱
を
排
斥
す
る
た
ぐ
い
が
い
れ
ば
、
真
剣
な
顔
付
き
を
し
て
こ
れ
を
斥
け
、
唱
酬
に
あ
ず
か
ら
な
け
れ
ば
、
何
の
体
面
を
傷
つ
け

　
　
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
決
し
て
こ
こ
ま
で
は
行
き
ま
す
ま
い
。
行
く
ゆ
く
し
ば
ら
く
観
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

そ
し
て
両
友
は
こ
れ
に
従
っ
た
と
い
う
。

　
こ
の
会
話
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
第
一
は
、
「
日
本
人
は
程
子
・
朱
子
を
無
視
し
て
い
る
」
と
い
う
の
が
、
出
発
前
す
で
に
三
人
の
共
通

認
識
と
し
て
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
日
本
の
儒
学
界
で
は
も
は
や
宋
学
す
な
わ
ち
程
朱
の
学
を
ほ
と
ん
ど
誰
一
人
ま
じ
め
に
や
る
者
は
い
な
い

ら
し
い
、
日
本
儒
学
者
に
対
し
て
そ
の
正
し
さ
を
説
教
す
る
の
は
も
は
や
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
ば
か
り
か
、
一
旦
、
宋
学
が
正
し
い
か
日

本
で
流
行
し
て
い
る
学
術
が
正
し
い
か
の
論
争
に
な
れ
ば
、
朝
鮮
通
信
使
の
方
が
勝
て
な
い
危
険
性
が
あ
る
、
と
ま
で
彼
ら
は
考
え
て
い
た
。

こ
れ
は
、
前
回
一
七
四
八
年
通
信
使
か
ら
の
伝
達
な
し
に
は
あ
り
得
な
い
。
と
い
う
の
は
そ
の
も
う
一
つ
前
、
す
な
わ
ち
～
七
一
九
年
の
通
信

使
で
あ
っ
た
申
維
翰
の
『
海
里
録
撫
を
彼
ら
は
読
ん
で
来
日
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
「
日
本
で
の
性
理
．
の
学
は
、
一
つ
と
し
て
聞
く
べ

き
と
こ
ろ
が
な
い
」
と
い
う
よ
う
に
、
日
本
の
儒
学
は
軽
蔑
の
対
象
で
し
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
朝
鮮
李
滉
の
『
退
漢
学
』
が
ど
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
家
で
も
読
調
さ
れ
て
い
る
と
も
記
し
て
い
た
。
そ
こ
で
は
日
本
の
儒
学
は
は
な
は
だ
劣
っ
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
、
そ
の
儒
学
界
は
朝
鮮
朱

子
学
に
対
し
て
恭
慕
の
念
を
懐
い
て
い
る
と
書
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
「
妄
り
に
排
斥
を
加
え
」
ら
れ
「
体
面
を
傷
つ
け
」
ら
れ
る
と
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い
う
心
配
を
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
三
人
の
会
話
に
見
え
る
緊
迫
感
は
、
ま
さ
し
く
一
七
四
八
年
通
信
使
で
あ
っ
た
朴
敬
行
お
よ

び
李
鳳
換
が
日
本
儒
学
界
の
現
状
を
目
撃
し
て
見
せ
た
そ
れ
と
あ
い
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。

　
ま
た
元
重
曹
が
自
分
を
「
鈍
劣
」
で
あ
る
と
見
な
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
も
、
こ
れ
ま
た
一
七
四
八
年
通
信
使
が
持
ち
帰
っ
た
筆
談
の
記

録
や
唱
和
詩
文
を
自
ら
目
に
し
た
か
、
朴
猛
暑
や
漁
期
換
か
ら
日
本
文
士
の
詩
文
の
能
力
が
急
速
に
高
く
な
っ
て
い
る
、
と
直
接
に
聴
い
た
か

ら
だ
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
と
い
う
の
は
、
申
立
翰
の
記
録
で
は
や
は
り
な
お
、
日
本
人
の
詩
文
が
い
か
に
劣
っ
た
も
の
で
あ
る
か
が
強
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
一
七
四
八
年
通
信
使
に
よ
る
情
報
な
し
に
は
、
彼
が
こ
こ
ま
で
深
刻
な
劣
等
感
や
恐
怖
感
を
覚
え
る
は
ず
は
な
い

の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
彼
ら
が
朝
鮮
を
出
発
す
る
以
前
に
、
日
本
の
儒
学
界
で
は
ほ
と
ん
ど
反
朱
子
学
に
傾
い
て
い
る
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
た
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
の
中
心
で
あ
っ
た
荻
生
祖
棟
の
著
作
を
彼
ら
が
そ
れ
ま
で
に
読
ん
で
い
た
の
か
ど
う
か
、
彼
ら
の
記
録
で
は
何
も

語
ら
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
日
本
側
史
料
が
有
力
な
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
ま
ず
そ
れ
は
、
大
坂
の
奥
田
元
継

が
残
し
た
筆
談
集
『
両
好
早
早
』
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
南
砂
ら
一
行
が
往
路
大
坂
に
た
ち
よ
っ
た
と
き
、
奥
田
は
「
『
童
子
問
』
『
弁

遵
』
『
弁
名
』
『
論
語
徴
』
な
ど
は
、
す
で
に
朝
鮮
に
伝
わ
り
、
そ
の
説
の
当
否
を
議
論
し
判
定
し
て
い
る
か
」
と
尋
ね
た
。
こ
れ
に
対
し
て
南

玉
は
、
「
諸
々
の
著
書
は
前
浪
の
通
信
使
が
す
で
に
も
た
ら
し
た
。
こ
れ
を
見
た
こ
と
が
あ
る
が
、
大
い
に
憎
む
べ
き
も
の
で
あ
る
」
と
答
え

　
　
④

て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
は
来
日
前
か
ら
祖
父
の
主
要
著
作
を
読
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
。
た
し
か
に
仁
斎
の
『
童
子
問
』
は
一
七
一

九
年
の
通
信
使
に
よ
っ
て
実
際
に
朝
鮮
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
の
だ
か
ら
、
彼
が
こ
の
書
を
目
に
し
た
可
能
性
は
あ
る
。
し
か
し
は
た
し
て
、

祖
練
の
『
弁
道
』
『
弁
名
』
『
論
語
徴
』
を
彼
が
本
当
に
読
ん
で
き
た
か
と
い
う
と
、
こ
れ
は
怪
し
い
。

　
南
玉
、
成
大
中
、
元
重
挙
の
日
記
、
及
び
現
存
す
る
日
本
人
が
書
い
た
数
多
く
の
筆
談
記
録
の
中
で
、
租
裸
の
名
が
初
め
て
現
れ
る
の
は
癸

未
（
一
七
六
三
年
）
＝
一
月
一
〇
日
で
あ
る
。
そ
れ
は
博
多
の
沖
合
、
藍
島
で
一
行
が
亀
井
南
冥
と
筆
談
を
交
わ
し
た
と
き
で
あ
る
。
亀
井
は
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⑤

狙
裸
学
派
の
人
で
あ
る
。
彼
の
『
決
決
餓
響
』
に
よ
れ
ば
、
南
玉
が
「
日
本
で
は
誰
の
文
集
が
尊
ば
れ
て
い
る
か
」
と
問
う
た
の
に
対
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

「
三
園
翁
の
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
答
え
て
い
る
。
一
方
南
玉
の
日
記
で
は
、
祖
棟
の
弟
子
永
富
鳳
（
独
色
艶
）
の
『
嚢
語
』
を
読
み
、
そ
こ
で

出
て
く
る
譲
園
と
は
「
物
忘
栢
の
一
号
で
あ
る
」
と
記
す
。
ま
た
元
重
挙
の
日
記
で
も
、
亀
井
と
の
筆
談
で
出
て
く
る
三
園
と
は
物
書
栢
の
こ

と
で
あ
る
と
記
す
。
こ
れ
ら
の
記
録
に
よ
る
か
ぎ
り
、
ど
う
や
ら
南
玉
も
元
号
挙
も
護
園
と
い
う
の
が
狙
練
の
号
で
あ
る
こ
と
さ
え
、
こ
の
段

階
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
ら
し
い
。
ま
た
こ
こ
で
租
練
の
名
が
出
さ
れ
て
い
る
の
に
、
南
玉
は
「
護
園
の
集
は
何
巻
か
。
大
阪
へ
行
っ
た
ら
買
っ

て
読
む
こ
と
が
で
き
る
か
」
と
尋
ね
る
だ
け
で
、
噸
鳥
道
』
な
ど
を
す
で
に
読
ん
だ
な
ど
と
は
何
も
言
わ
な
か
っ
た
。
一
七
四
八
年
通
信
使
が

日
本
へ
来
た
と
き
に
は
、
対
馬
藩
の
儒
者
に
会
う
と
た
だ
ち
に
『
童
子
問
』
の
名
を
挙
げ
た
の
と
大
き
く
違
っ
て
い
る
。

　
『
弁
道
』
論
弁
名
』
『
論
語
徴
』
が
祖
練
の
主
要
著
作
で
あ
る
こ
と
は
、
南
画
ら
は
往
路
赤
間
関
（
下
関
）
に
至
っ
た
と
き
、
瀧
鶴
台
か
ら
教

　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

え
ら
れ
た
。
瀧
も
祖
挾
学
派
の
人
で
あ
る
。
こ
の
席
で
も
管
玉
ら
は
こ
れ
ら
の
著
作
を
す
で
に
読
ん
だ
な
ど
と
は
、
；
口
も
言
っ
て
い
な
い
。

　
南
玉
の
日
記
を
は
じ
め
と
し
て
残
さ
れ
た
資
料
に
よ
る
か
ぎ
り
、
彼
が
間
違
い
な
し
に
租
棟
本
人
の
著
作
を
読
ん
だ
の
は
一
行
が
江
戸
に
滞

在
し
て
い
た
時
、
す
な
わ
ち
ゃ
っ
と
一
七
六
四
年
の
三
月
二
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
も
そ
れ
は
『
弁
道
』
『
弁
名
』
あ
る
い
は
『
論
語

徴
』
で
は
な
く
、
『
狙
練
集
』
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
の
こ
と
を
彼
は
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
那
波
魯
堂
が
白
石
の
魍
停
雲
集
聴
と
但
裸
の
『
狙
棟
集
』
を
持
っ
て
き
て
く
れ
た
。
…
…
祖
篠
と
は
爆
縮
栢
の
文
集
の
こ
と
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
譲
園

　
　
の
こ
と
で
あ
る
。
『
四
書
徴
』
を
作
り
、
余
力
な
き
ま
で
に
朱
子
を
攻
撃
し
、
勝
手
放
題
に
ゆ
が
ん
だ
淫
ら
な
書
葉
を
述
べ
た
て
、
一
国
の
人
々
を
け
し
か

　
け
て
こ
れ
に
従
わ
せ
て
お
り
、
彼
ほ
ど
声
望
あ
る
者
は
い
な
い
。
…
…
李
繋
龍
を
知
っ
て
の
ち
、
始
め
て
古
経
、
修
辞
、
立
言
と
は
何
で
あ
る
か
を
知
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
と
い
い
、
説
明
は
求
め
よ
う
が
な
く
、
道
理
か
ら
ほ
ど
遠
い
。
そ
の
詩
は
そ
の
文
に
及
ば
ず
、
わ
が
朝
鮮
人
を
識
る
醤
葉
が
数
多
く
見
え
る
。

　
彼
の
日
記
で
は
、
い
か
な
る
も
の
で
あ
れ
祖
型
の
著
作
を
読
ん
だ
と
記
す
の
は
、
こ
れ
が
初
め
て
で
あ
る
。
征
練
の
文
集
を
手
に
入
れ
る
こ

と
は
、
博
多
沖
合
い
で
亀
井
か
ら
そ
の
名
を
聞
い
て
以
来
、
彼
の
念
願
で
あ
っ
た
。
彼
は
こ
の
書
を
大
坂
に
お
い
て
も
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
彼
は
大
坂
か
ら
一
行
に
随
行
し
て
き
て
い
た
那
波
魯
堂
に
代
っ
て
買
っ
て
き
て
く
れ
る
よ
う
頼
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
や
っ
と
こ

8　（652）



一七六四年朝鮮通信使と日本の徴裸学（夫馬）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

の
日
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
こ
こ
で
は
『
論
語
徴
』
と
い
う
べ
き
と
こ
ろ
を
『
四
書
徴
』
と
間
違
え
て
記
し
て
い
る
。

　
南
玉
が
三
月
二
日
に
『
辛
々
集
』
を
手
に
入
れ
た
こ
と
は
、
彼
だ
け
で
な
く
成
大
中
と
元
重
信
に
と
っ
て
も
大
き
な
収
穫
で
あ
っ
た
。
三
日

後
の
三
月
五
日
、
江
戸
の
官
医
で
あ
る
山
田
正
中
、
号
宗
俊
が
宿
舎
を
訪
れ
た
時
、
成
大
中
が
ち
ょ
う
ど
『
国
見
文
集
』
と
『
春
台
文
集
』
を

読
ん
で
い
る
の
を
目
撃
し
た
。
山
田
が
「
狙
棟
の
文
章
は
ど
う
か
」
と
尋
ね
る
と
、
成
大
中
は
「
狙
擦
の
言
葉
使
い
は
”
日
東
の
巨
匠
”
と
雷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

う
べ
き
だ
が
、
学
術
は
大
い
に
誤
っ
て
い
る
」
と
答
え
た
と
い
う
。
こ
れ
は
南
玉
が
『
但
皇
嗣
』
を
手
に
入
れ
た
の
で
、
彼
も
早
速
回
し
読
み

し
た
の
で
あ
る
。

　
元
重
挙
の
日
記
で
は
、
『
租
練
集
』
を
読
ん
だ
と
い
う
記
事
は
三
月
一
〇
日
に
見
え
る
か
ら
、
彼
も
ま
た
南
玉
が
得
た
も
の
を
ま
わ
し
読
み

し
た
に
違
い
な
い
。
実
は
元
重
挙
も
那
波
魯
堂
に
対
し
て
『
祖
寒
冬
』
を
読
み
た
い
、
と
か
ね
て
か
ら
漏
ら
し
て
い
た
。
日
頃
か
ら
程
子
・
朱

子
の
こ
と
し
か
言
わ
な
い
心
事
挙
が
、
な
ぜ
『
狙
棟
集
』
を
読
み
た
い
と
言
う
の
か
、
那
波
に
は
些
し
か
っ
た
。
幾
重
挙
が
『
狙
練
集
憾
を
読

む
に
至
っ
て
、
那
波
が
そ
の
感
想
を
尋
ね
た
の
で
、
彼
は
「
奇
才
、
奇
気
。
惜
し
む
べ
し
、
哀
れ
む
べ
し
」
と
答
え
た
と
い
う
。
こ
の
口
吻
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ら
す
れ
ば
、
元
重
挙
も
や
は
り
江
戸
ま
で
来
て
始
め
て
祖
棟
の
著
作
を
読
ん
だ
の
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
は
『
狙
練
集
』
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
成
大
中
が
帰
国
の
途
次
に
赤
間
関
で
萩
藩
の
瀧
鶴
台
と
再
会
し
た
と
き
、
連
載
の
全
集
と
『
弁
蓋
』
『
弁
名
瞼
は
す
で
に
読
ん
だ
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

そ
の
随
筆
と
『
論
語
徴
』
お
よ
び
『
学
則
』
は
ま
だ
見
て
い
な
い
、
何
と
か
読
め
な
い
も
の
か
と
尋
ね
て
い
る
。
こ
れ
は
帰
国
間
際
の
こ
と
で

あ
る
。
彼
は
『
租
棟
集
瞭
の
ほ
か
、
『
露
営
』
『
弁
名
』
は
こ
れ
ま
で
に
手
に
入
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
随
筆
す
な
わ
ち
咽
譲
園
随
筆
』
と
『
論

語
徴
』
『
学
則
』
と
は
こ
の
段
階
で
な
お
手
に
入
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
以
上
に
よ
っ
て
見
れ
ば
、
彼
ら
が
祖
僚
の
著
作
と
し
て
読
ん

だ
の
は
『
今
年
集
』
が
始
め
で
あ
る
。
南
玉
は
往
路
大
坂
で
奥
田
元
継
の
問
い
に
対
し
て
、
『
当
道
』
『
命
名
』
『
論
語
徴
』
を
す
で
に
読
ん
で

来
た
か
の
よ
う
な
様
子
を
見
せ
た
が
、
こ
の
う
ち
『
論
語
徴
』
に
つ
い
て
は
帰
国
間
際
に
な
っ
て
も
読
む
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
李
彦
瑛
は
訳
官
、
し
か
も
中
国
語
の
通
訳
官
で
あ
っ
た
か
ら
、
両
班
出
身
の
頚
玉
ら
と
は
筆
談
の
席
を
共
に
し
な
か
っ
た
。
実
は
彼

は
、
成
大
中
が
帰
国
間
際
に
な
っ
て
も
手
に
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
『
学
則
』
を
遠
の
昔
に
、
江
戸
で
す
で
に
手
に
入
れ
て
い
た
ら
し
い
。
宮
維
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翰
（
宮
瀬
龍
門
、
劉
塩
蒸
）
は
三
月
一
〇
日
、
彼
の
友
人
宮
田
明
（
金
峰
）
が
李
開
智
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
た
め
に
こ
の
書
を
持
っ
て
き
た
と
記

　
　
　
　
　
⑭

す
か
ら
で
あ
る
。
三
月
一
〇
日
と
言
え
ば
、
南
玉
が
『
祖
霊
集
』
を
手
に
入
れ
た
直
後
で
あ
っ
た
が
、
彼
の
日
記
に
も
元
重
挙
の
日
記
に
も

『
学
則
』
の
こ
と
は
全
く
出
て
こ
な
い
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
彼
は
『
租
練
集
』
を
も
南
玉
よ
り
も
早
く
手
に
入
れ
て
い
た
ら
し
い
。
こ
れ
よ
り

先
の
二
月
十
八
B
、
伊
予
大
洲
藩
の
儒
者
で
宿
舎
の
接
待
係
で
あ
っ
た
縢
聖
哲
と
筆
談
し
た
お
り
、
『
征
裸
集
』
を
読
ん
だ
と
語
っ
て
い
る
か

　
　
　
⑮

ら
で
あ
る
。
李
彦
瑛
と
南
玉
ら
と
は
身
分
が
全
く
異
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
得
た
学
術
情
報
を
交
換
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
ら
し
い
。

　
以
上
に
よ
っ
て
、
彼
ら
が
朝
鮮
を
出
発
す
る
に
あ
た
っ
て
狙
棟
自
身
の
著
作
を
何
一
つ
読
む
こ
と
な
し
に
や
っ
て
き
た
ら
し
い
こ
と
は
、
ほ

ぼ
断
言
で
き
る
。
ま
た
往
路
大
坂
で
奥
田
元
継
に
対
し
て
南
玉
が
言
っ
た
答
え
も
、
そ
れ
が
虚
勢
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
お
お
よ
そ
断

言
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
逆
に
以
上
に
よ
っ
て
、
一
七
六
四
年
通
信
使
の
メ
ン
バ
ー
が
来
日
以
来
、
征
棟
の
著
作
を
手
に
入
れ
よ
う
と
い
か

に
熱
心
で
あ
っ
た
か
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
『
征
棟
集
』
『
書
道
撫
『
弁
名
』
の
三
隅
を
獲
得
し
た
こ
と
が
、
彼
ら
の
祖
棟
学
に
対
す
る
認
識
を

飛
躍
的
に
高
め
た
こ
と
も
、
こ
こ
に
ほ
ぼ
断
雷
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
南
俵
は
帰
途
に
赤
間
関
に
お
い
て
、
瀧
鶴
舞
に
対
し
て
「
私
は
『
祖
練
集
』
お
よ
び
『
弁
道
』
『
弁
名
』
を
熟
読
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

彼
が
三
書
の
う
ち
少
な
く
と
も
『
狙
裸
参
』
を
熟
読
し
た
こ
と
は
、
帰
国
後
に
対
馬
に
つ
い
て
論
じ
た
次
の
一
文
字
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
「
狙
練
の
文
章
に
よ
れ
ば
、
朝
鮮
に
は
九
世
代
た
っ
た
後
で
も
（
日
本
に
）
必
ず
復
讐
し
て
や
ろ
う
と
い
う
意
志
が
あ
る
し
、
人
参
は
海
内

生
霊
の
命
に
繋
わ
る
か
ら
、
和
を
絶
や
し
て
は
い
け
な
い
。
対
馬
は
両
国
に
介
在
し
て
い
る
か
ら
、
処
遇
を
良
く
せ
ざ
る
を
得
な
い
、
と
書
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

て
い
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
実
は
こ
れ
は
、
噸
祖
裸
集
』
巻
～
○
、
「
贈
対
書
記
雨
期
陽
叙
」
の
関
連
箇
所
を
要
約
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

決
し
て
そ
の
ま
ま
書
き
写
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
用
語
は
多
く
祖
裸
が
用
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
文
章
は
『
崇
重
集
』
を
座
右
に

置
い
て
書
き
写
し
た
の
で
な
い
と
す
れ
ば
、
よ
ほ
ど
熟
読
し
た
者
で
な
く
て
は
書
き
う
る
も
の
で
は
な
い
。

　
成
大
中
や
元
山
挙
も
、
少
な
く
と
も
『
祖
裸
集
』
は
熟
読
し
て
い
た
。
成
大
中
は
瀧
か
ら
そ
の
師
山
県
周
南
の
名
葡
を
出
さ
れ
る
と
、
即
座

に
「
そ
の
名
は
『
狙
棟
集
』
の
中
で
見
た
こ
と
が
あ
る
」
と
応
じ
た
。
確
か
に
そ
の
名
前
は
『
祖
棟
集
』
に
何
度
も
見
え
る
。
さ
ら
に
瀧
か
ら
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伊
藤
仁
斎
と
東
涯
の
名
前
を
出
さ
れ
る
と
、
即
座
に
「
東
涯
と
は
影
響
が
言
う
”
西
京
に
伊
原
蔵
あ
り
、
関
以
西
に
雨
伯
陽
（
雨
森
芳
洲
）
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

り
”
と
い
う
そ
れ
か
」
と
問
う
て
い
る
。
こ
れ
は
『
三
揃
集
』
巻
二
七
「
答
屈
景
山
」
に
出
て
く
る
「
洛
に
伊
原
蔵
あ
り
、
海
西
に
雨
伯
陽
あ

り
、
関
以
東
に
は
則
ち
室
師
礼
（
室
鳩
巣
）
あ
り
」
を
踏
ま
え
た
も
の
に
違
い
な
い
。
筆
談
で
即
座
に
な
さ
れ
た
返
答
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
こ
の
よ
う
に
ほ
と
ん
ど
同
じ
構
文
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
『
祖
採
集
』
を
よ
ほ
ど
熟
読
し
て
い
る
者
で
な
く
て
は
あ
り
得
な
い
。

　
荷
重
挙
も
同
様
で
あ
る
。
日
記
『
東
面
録
』
忙
は
江
戸
を
離
れ
る
頃
に
書
い
た
と
思
わ
れ
る
彼
の
日
本
論
が
載
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
医
学

論
を
展
開
し
つ
つ
、
『
狙
裸
集
』
で
祖
擁
は
「
人
参
は
海
内
生
霊
の
命
に
係
わ
る
と
言
っ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
も
す
で
に
述
べ
た

と
お
り
、
『
径
裸
集
』
「
贈
対
書
記
雨
窪
窪
叙
」
に
「
人
参
は
海
内
生
霊
の
命
に
繋
わ
る
」
と
そ
の
ま
ま
あ
る
か
ら
、
彼
は
こ
の
書
を
座
右
に
置

い
て
書
き
写
し
た
の
で
な
け
れ
ば
、
正
確
に
読
ん
で
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
ま
た
彼
は
帰
途
、
博
多
藩
の
朱
子
学
者
井
上
周
道
（
魯
桐
）

と
筆
談
し
た
と
き
、
そ
の
師
で
あ
る
竹
田
春
山
の
話
が
出
た
。
彼
は
そ
こ
で
、
「
『
祖
篠
集
』
中
に
あ
る
与
春
庵
論
学
書
を
読
ん
で
、
難
論
の
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

路
が
正
し
く
、
名
声
で
も
実
力
で
も
蔚
然
と
し
て
祖
秣
と
い
う
外
敵
か
ら
護
る
堅
城
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
『
征
練
集
』

巻
二
七
に
は
確
か
に
「
与
竹
春
庵
」
二
通
が
収
め
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
竹
田
が
宋
儒
を
擁
護
し
明
の
王
世
貞
・
李
纂
龍
を
攻
撃
し
た
こ
と
に
対
し
、

祖
練
が
反
批
判
を
加
え
た
書
簡
で
あ
る
。
元
濡
鼠
も
『
心
妻
集
』
を
熟
読
し
、
そ
の
内
容
を
理
解
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
に
よ
っ
て
、
彼
ら
三
人
は
祖
僚
の
著
作
を
手
に
入
れ
る
の
に
極
め
て
熱
心
で
あ
り
、
か
つ
三
人
と
も
日
本
を
離
れ
る
ま
で
に
『
祖
練

集
』
を
熟
読
し
て
い
た
こ
と
は
大
よ
そ
証
明
で
き
た
と
考
え
る
。

　
①
元
受
挙
『
乗
楼
録
㎞
甲
申
三
月
一
〇
日
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

之
則
、
非
程
朱
不
語
、
非
経
書
不
引
、
顧
不
好
耶
。
至
論
詩
文
、
則
才
既
不
逮
、

初
繭
釜
山
。
余
謂
両
真
日
、
日
本
之
人
、
不
知
有
程
朱
。
吾
欲
動
引
程
朱
以
接

之
。
兄
意
如
何
。
両
無
難
之
日
、
山
船
堀
好
耶
。
但
彼
．
所
不
知
、
己
独
言
之
、
必

有
蓋
齢
不
帰
西
之
弊
突
。
不
若
依
左
伝
・
世
説
、
雑
器
譜
、
以
俳
優
蓄
之
之
為

簡
便
夷
。
余
田
、
程
朱
之
道
、
吾
安
能
知
之
耶
。
但
非
此
則
吾
無
籍
手
籍
口
之

語
。
以
吾
鈍
劣
、
縦
欲
誰
浪
笑
傲
、
淋
鴻
談
諜
、
平
生
所
不
能
者
、
顧
何
可
強

而
能
之
耶
。
…
…
以
吾
礼
義
朝
鮮
、
荘
悪
乗
持
、
修
筋
畳
韻
、
不
失
動
作
威
儀

②

必
節
略
之
。
両
友
節
日
、
立
琶
甚
正
大
、
吾
亦
服
膚
。
第
唱
酬
備
州
、
本
非
講

学
之
時
。
己
論
語
田
部
朱
、
吉
田
或
妄
加
非
斥
、
則
其
可
尽
与
弁
難
耶
。
若
至

不
好
顔
面
而
罷
、
則
不
如
初
無
事
之
為
愈
実
。
余
日
、
座
中
若
有
非
斥
程
朱
之

類
、
則
正
色
落
之
、
勿
与
唱
酬
、
亦
何
等
耶
。
然
商
量
至
諸
藩
境
　
。
行
且
観

之
。
爾
友
唯
唯
夷
。

申
維
翰
『
顧
慮
録
嚇
（
『
海
濫
掘
載
臨
　
一
、
『
朝
鮮
毒
害
大
系
』
続
々
第
三
輯
、
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京
城
〔
ソ
ウ
ル
〕
、
朝
鮮
古
書
刊
行
会
、
一
九
一
四
）
百
祭
二
五
二
、
二
九
九
。

③
前
掲
轡
、
頁
三
四
三
。

④
奥
田
元
継
『
両
好
除
話
㎞
巻
上
、
頁
三
。

　
　
彼
所
謂
童
子
問
・
二
弁
・
論
語
徴
等
既
有
伝
貴
邦
、
議
定
其
道
可
否
邪
。
…
…

　
　
諸
著
着
雪
使
已
齎
去
。
一
触
雪
眼
、
可
悪
習
悪
。

⑤
『
亀
井
南
冥
・
昭
陽
全
集
』
第
一
巻
（
福
岡
、
葦
書
房
、
一
九
七
八
）
頁
九
。

⑥
亀
井
南
冥
『
決
決
鯨
響
睡
（
同
前
書
）
頁
五
一
三
下
。

　
　
秋
月
日
、
貴
国
百
余
年
来
、
文
集
弓
張
為
重
。
道
哉
田
、
…
…
予
所
見
知
者
、

　
　
且
譲
園
翁
乎
。
秋
月
日
、
譲
園
集
胴
巻
、
到
大
坂
、
可
求
見
否
。

⑦
瀧
鶴
台
『
長
門
癸
甲
問
楼
輪
巻
一
、
頁
七
。

　
　
近
歳
東
都
有
狙
擁
先
生
者
。
大
田
復
古
兼
学
、
四
囲
海
内
。
所
豊
漁
弁
道
・
弁

　
　
名
・
論
語
徴
等
、
其
詳
非
一
席
話
所
能
尽
也
。

⑧
『
先
哲
叢
談
』
（
源
了
圓
、
前
田
勉
校
注
、
東
京
、
平
凡
社
、
東
洋
文
庫
五
七

　
四
、
一
九
九
四
）
頁
四
二
五
。

⑨
南
玉
『
日
観
記
臨
、
巻
八
、
三
月
二
日
。

　
　
師
曽
携
示
停
雲
集
・
狙
擁
集
。
停
雲
源
田
所
選
日
東
詩
、
軍
糧
懸
物
饗
栢
之
文
、

　
　
所
謂
酸
園
也
。
作
立
書
止
、
攻
朱
子
無
余
力
、
騨
為
設
額
皿
辞
、
鼓
一
国
而
従

　
　
之
、
其
声
望
莫
之
先
焉
。
観
其
文
、
非
不
為
一
中
之
雄
、
先
猷
樺
然
、
弁
説
宏

　
　
放
、
而
以
得
平
懸
巣
而
後
、
始
得
古
経
修
辞
立
言
之
義
云
者
、
求
説
不
得
、
於

　
　
理
不
近
。
詩
眼
不
及
文
、
多
畿
疑
我
人
露
語
。

⑩
顕
常
大
典
噸
薄
遇
集
睡
巻
上
、
五
月
五
日
の
筆
談
記
録
で
、
「
秋
月
日
、
魯
堂

　
贈
我
以
狙
裸
集
、
不
言
価
」
と
あ
る
。
那
波
が
単
玉
に
『
狙
選
集
輪
の
審
価
を
雷

　
わ
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
南
玉
は
代
金
を
払
い
た
い
と
言
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
彼
が
代
っ
て
買
っ
て
ほ
し
い
と
琶
っ
て
い
た
こ
と
を
表
す
で
あ
ろ
う
。

⑪
山
田
正
珍
『
桑
韓
筆
語
』
。

＠＠ge　＠＠＠⑱co　＠
土
龍
淵
読
玉
書
文
集
・
春
台
文
集
。
故
問
之
。
（
龍
凶
日
）
八
口
文
辞
可
謂
日

來
巨
匠
、
而
学
術
大
誤
。

前
注
①
、
三
月
～
○
日
。

前
面
⑦
、
巻
二
、
頁
九
。

狙
裸
随
筆
・
論
語
徴
未
見
。
其
盒
集
已
見
、
弁
堅
塁
名
亦
已
見
、
未
見
学
則
。

足
下
有
帯
来
者
否
。

宮
維
翰
『
東
椎
除
去
』
巻
下
、
頁
三
。

龍
門
日
、
金
峰
持
租
棟
学
則
来
、
為
贈
足
下
也
。
知
否
。
雲
我
日
、
既
知
之
。

縢
資
哲
㎎
取
皿
館
文
稿
』
二
月
一
八
臼
筆
語
。

（
雲
我
日
、
）
先
生
知
物
茂
卿
乎
。
頃
間
見
画
集
、
此
子
熊
奇
士
哉
。
文
章
博

雅
可
敬
。
然
学
問
一
段
必
非
真
法
門
。
惜
暴
露
総
藻
、
不
入
正
道
而
為
賢
人
為

君
子
也
。

前
壷
⑦
、
巻
二
、
頁
一
五
。

僕
熟
閲
復
裸
集
及
弁
道
弁
名
。

前
注
⑨
、
巻
一
〇
、
総
紀
、
謹
呈
。

物
讐
栢
之
文
有
策
麟
之
製
麺
、
朝
鮮
有
九
世
必
報
之
志
、
人
参
繋
海
内
生
霊
之

命
、
不
可
絶
和
。
馬
州
守
毒
殺
両
国
、
亦
不
可
不
善
遇
。

『
復
篠
集
㎞
巻
一
〇
、
贈
主
書
記
雨
意
陽
叙
。

其
介
乎
二
大
国
。
…
…
万
一
壕
啓
、
雌
乃
弗
有
斉
嚢
九
世
之
志
乎
。
若
或
貢
聰

一
絶
、
則
人
参
繋
乎
海
内
生
霊
藩
命
ム
矢
。
…
…
夫
出
府
之
重
為
最
於
諸
辺
。

前
野
⑦
、
巻
二
、
頁
一
八
。

東
野
者
茂
卿
所
謂
西
京
有
伊
原
蔵
、
関
以
西
有
爾
伯
陽
者
邪
。

『
和
韓
讐
鳴
集
』
巻
五
、
頁
二
五
。

且
見
組
擁
集
申
与
春
陽
論
学
書
、
知
春
庵
門
路
克
正
、
望
実
蔚
然
、
屹
為
但
裸

堅
城
。
…
…
大
抵
東
方
学
問
、
九
分
被
祖
裸
輩
壊
了
。
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二
　
租
練
学
派
校
勘
学
と
古
典
籍
復
刻
に
か
か
わ
る
知
識
の
進
展

　
次
に
問
題
と
な
る
の
は
、
山
井
鼎
や
太
宰
春
台
ら
歯
髄
の
弟
子
ら
が
始
め
た
校
勘
学
の
業
績
、
お
よ
び
日
本
伝
存
の
古
典
籍
を
用
い
た
中
国

古
典
の
復
刻
に
つ
い
て
、
彼
ら
が
ど
の
よ
う
な
関
心
を
示
し
、
ど
こ
ま
で
知
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

　
山
井
鼎
は
足
利
学
校
所
蔵
の
宋
版
『
五
経
正
義
』
な
ど
を
底
本
と
し
、
三
年
か
か
っ
て
『
黄
経
孟
子
考
文
』
を
編
纂
し
た
。
租
諫
の
弟
で
あ

る
盛
観
が
こ
れ
に
補
遺
を
加
え
、
六
律
の
序
文
を
付
し
て
出
版
し
た
の
は
一
七
三
一
年
（
享
保
一
六
年
）
で
あ
っ
た
。
太
宰
春
台
が
孔
安
国
伝

『
古
文
孝
経
』
を
校
勘
の
う
え
音
注
を
付
し
て
出
版
し
た
の
は
、
そ
の
翌
年
の
一
七
三
二
年
（
享
保
一
七
年
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
同

じ
く
但
棟
の
弟
子
、
根
本
黒
影
が
や
は
り
足
利
学
校
の
底
本
を
も
と
に
、
皇
侃
『
論
語
義
疏
』
を
刊
行
し
た
の
は
一
七
五
〇
年
（
寛
延
三
年
）

で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
が
長
崎
経
由
で
中
国
に
渡
り
、
清
朝
考
証
学
に
影
響
を
与
え
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
後
『
四
庫
全
書
』
に
収
録
さ
れ
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

と
、
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
祖
棟
の
弟
子
た
ち
が
始
め
た
日
本
伝
存
古
典
籍
の
復
刻
に
つ
い
て
、
こ
れ
に
関
連
し
た
こ
と
が
初
め
て
朝
鮮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

通
信
使
に
伝
え
ら
れ
た
の
は
、
一
七
四
八
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
～
七
六
四
年
通
信
使
に
な
る
と
、
こ
れ
に
関
わ
る
情
報
は
さ
ら
に
詳
し
く
、
さ
ら
に
各
地
で
幾
度
も
伝
え
ら
れ
た
。
こ
れ
に
関
わ
る
筆
談
記

録
と
し
て
は
、
ま
ず
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

　
石
金
宣
明
　
か
の
中
国
に
も
な
い
書
物
が
、
（
わ
が
国
に
は
）
し
ば
し
ば
あ
る
。
経
で
は
朱
版
の
『
聖
経
』
『
孟
子
』
や
『
古
文
画
廊
臨
の
た
ぐ
い
で
あ
り
、

　
　
早
筆
で
は
前
回
『
義
疏
』
『
孟
子
直
答
』
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
か
の
黒
影
で
は
現
在
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
他
、
子
・
史
・
伝
奇
も
す
べ
て

　
　
あ
る
。
噛
通
典
』
『
文
献
通
考
』
、
通
史
・
通
記
な
ど
は
、
学
者
が
朝
夕
に
習
講
し
て
お
り
、
ど
の
家
に
も
あ
る
。

　
南
玉
　
今
お
示
し
に
な
っ
た
書
目
は
、
（
中
国
か
ら
）
船
で
送
ら
れ
て
き
た
も
の
か
。
最
近
送
っ
て
き
た
も
の
か
。

　
石
金
宣
明
　
い
や
そ
う
で
は
な
い
。
船
で
中
国
か
ら
来
た
書
物
は
、
ほ
ぼ
万
暦
・
嘉
靖
の
刻
本
で
あ
る
。
そ
の
中
、
（
汲
古
閣
）
毛
晋
所
蔵
の
讐
十
三
経
』

　
　
『
十
七
史
』
『
漢
訳
叢
書
』
『
津
逮
秘
書
』
と
い
っ
た
も
の
は
、
日
本
江
戸
時
代
初
期
の
慶
長
以
来
、
送
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
私
が
お
答
え
し
た
宋
版
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と
は
、
中
古
以
来
我
が
天
朝
の
秘
庫
に
蔵
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
地
方
の
学
校
に
蔵
さ
れ
る
も
の
も
あ
っ
て
、
字
体
は
一
字
；
ナ
き
っ
ち
り
し
て
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
版
と
大
い
に
異
な
っ
て
い
る
。

　
石
金
宣
明
の
名
前
は
、
南
玉
『
日
観
記
』
で
は
二
月
二
五
日
の
と
こ
ろ
で
石
宣
明
と
し
て
登
場
す
る
。
陸
奥
の
人
で
あ
る
が
、
江
戸
で
学
塾

を
開
い
て
い
た
。
筆
談
に
加
わ
っ
て
い
た
の
は
、
南
玉
、
成
大
中
、
墨
筆
挙
の
三
人
で
あ
る
。
こ
の
筆
談
は
南
玉
が
「
旅
の
途
中
で
た
ま
た
ま

『
通
典
』
を
見
た
。
お
国
日
本
は
ま
こ
と
に
書
物
に
富
む
。
あ
ら
ゆ
る
奇
書
の
書
目
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
な
い
か
」
と
記
し
た
こ
と
へ
の
答

え
と
し
て
、
石
金
が
幾
つ
か
書
名
を
挙
げ
た
も
の
で
あ
る
。
南
玉
が
石
金
の
示
し
た
書
目
に
つ
い
て
、
「
船
で
送
ら
れ
て
き
た
も
の
か
。
最
近

送
っ
て
き
た
も
の
か
」
と
ピ
ン
ト
の
は
ず
れ
た
こ
と
を
問
う
て
い
る
の
は
、
こ
の
筆
談
が
な
さ
れ
た
段
階
で
は
彼
は
な
お
、
『
思
至
集
瞼
を
読

ん
で
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
と
惑
う
の
は
『
狙
棟
集
』
に
は
「
七
経
孟
子
考
文
運
」
が
収
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
も
し
こ
れ
を
す
で
に
読

ん
で
い
た
な
ら
、
石
金
か
ら
宋
版
「
七
経
孟
子
」
と
聞
い
た
だ
け
で
、
た
だ
ち
に
こ
れ
と
関
係
し
た
話
で
あ
る
こ
と
は
理
解
で
き
た
は
ず
で
あ

り
、
こ
の
よ
う
な
ピ
ン
ト
の
は
ず
れ
た
問
い
か
け
を
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
山
井
鼎
・
物
心
『
聖
経
孟
子
考
文
補

遺
』
、
太
宰
春
台
『
古
文
孝
経
』
、
根
本
遜
志
『
論
語
義
疏
』
が
す
で
に
出
版
さ
れ
た
こ
と
も
、
ま
た
そ
れ
ら
の
著
作
が
日
本
伝
存
の
古
典
籍
を

底
本
と
し
て
い
た
こ
と
も
、
彼
は
こ
の
段
階
で
は
知
ら
な
か
っ
た
ら
し
い
。

　
江
戸
で
は
さ
ら
に
三
月
一
〇
日
、
次
の
よ
う
な
筆
談
も
な
さ
れ
た
。

　
宮
維
翰
　
皇
侃
噸
論
語
義
疏
』
孔
安
国
注
『
古
文
写
経
』
王
粛
欄
孔
子
家
語
』
注
な
ど
の
書
は
す
で
に
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
中
国
で
は
な
く
な
り
、
全

　
　
く
わ
が
日
本
に
の
み
現
存
し
て
お
り
、
好
古
の
学
者
ら
が
尊
ん
で
い
る
。
…
…
あ
な
た
方
は
宋
学
に
心
酔
し
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
書
を
貴
い
も
の
と

　
　
は
考
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
元
重
挙
　
そ
の
と
お
り
だ
。
こ
れ
ら
の
注
解
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
噌
大
学
』
で
教
え
る
正
心
・
誠
意
を
実
践
す
る
た
め
に
無
益
で
あ
る
な
ら
、
我
が
国
で
は

　
　
必
要
な
㎎
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
宮
維
翰
は
や
は
り
狙
練
学
派
の
人
で
あ
る
。
朝
鮮
側
で
同
席
し
た
の
は
、
元
重
厚
、
製
糖
、
成
大
中
、
そ
れ
に
金
輪
謙
で
あ
っ
た
。
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こ
こ
で
は
明
確
に
、
皇
侃
『
論
語
義
疏
』
以
下
の
諸
書
が
日
本
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
た
。
宮
維
翰
の
譲
葉
が
い
さ
さ
か
挑

発
的
で
あ
っ
た
た
め
か
、
元
重
富
は
朱
子
の
教
え
に
役
立
た
ぬ
な
ら
ば
そ
れ
ら
は
必
要
な
い
、
と
答
え
た
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
そ
の
後
、
皇
侃
『
論
語
義
疏
』
と
は
ど
の
よ
う
な
書
物
か
、
そ
こ
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
の
か
、
彼
ら
は
帰
途
大

坂
で
知
る
こ
と
に
な
っ
た
。
筆
談
の
相
手
は
那
波
魯
堂
の
実
弟
奥
田
元
継
で
あ
る
。

　
奥
田
元
継
　
皇
侃
が
義
疏
を
加
え
た
豊
漁
語
』
に
は
、
全
篇
に
わ
た
っ
て
也
・
莫
・
焉
な
ど
の
字
が
朱
子
の
集
註
本
よ
り
も
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ほ
か

　
　
に
文
字
が
や
や
異
な
る
も
の
と
し
て
は
、
集
註
本
で
「
貧
而
楽
」
（
学
而
篇
）
と
あ
る
と
こ
ろ
、
「
貧
而
二
道
」
と
な
っ
て
お
り
、
門
久
而
敬
之
」
（
公
冶
長

　
　
篇
）
と
あ
る
と
こ
ろ
、
「
久
買
入
敬
之
」
と
な
っ
て
い
る
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
公
署
長
が
鳥
の
厚
葉
を
理
解
で
き
た
と
皇
侃
『
論
語
義
疏
騙
に
は
詳
し
く
載

　
　
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
朱
子
の
『
論
語
集
註
』
で
は
「
公
冶
長
と
は
ど
ん
な
人
物
で
あ
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。
朱
子
の
よ
う
に
博
覧
な

　
　
も
の
で
も
、
皇
侃
の
書
を
見
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
元
重
挙
　
朱
子
は
孔
子
の
想
わ
ず
か
一
人
聖
豚
を
伝
え
ら
れ
た
お
方
で
あ
る
か
ら
、
識
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
ろ
う
は
ず
が
な
い
。
『
四
書
』
の
ご
と
き
は
、
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
　
は
天
地
の
大
を
貫
き
、
理
は
山
海
の
深
を
極
め
て
い
る
。
我
々
が
と
や
か
く
申
せ
る
で
あ
ろ
う
か
。
あ
な
た
の
言
葉
は
デ
タ
ラ
メ
で
あ
る
。

　
皇
侃
は
魏
の
人
で
あ
り
、
『
論
語
義
疏
』
と
は
何
嬰
『
論
語
集
解
』
に
疏
を
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
後
に
書
か
れ
た
『
四
庫
全
書
提
要
』
で
、

こ
の
書
は
南
宋
時
代
に
す
で
に
散
秩
し
て
い
た
と
い
う
。
従
っ
て
元
畜
挙
ら
が
こ
の
書
の
名
前
を
知
っ
て
い
た
の
か
ど
う
か
も
わ
か
ら
な
い
。

し
か
し
こ
こ
に
お
い
て
、
こ
の
書
に
よ
れ
ば
『
論
語
』
の
テ
キ
ス
ト
に
異
同
が
あ
る
、
と
伝
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
は
朱
子
で
す
ら
も
『
論
語
集

註
』
を
著
す
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
書
を
見
て
い
な
か
っ
た
ら
し
い
と
具
体
的
な
事
例
を
も
と
に
示
唆
さ
れ
た
。
間
違
い
な
し
に
皇
侃
『
論
語
義

疏
』
が
い
か
な
る
書
で
あ
る
か
、
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
元
重
重
は
、
「
朱
子
が
識
ら
な
か
っ
た
な
ど
、
あ
り
え
な
い
」
と
反
駁
し
た
。
こ
こ
で
見
る
か
ぎ
り
、
元
重
重
の
態
度
、
簡
単
に

言
え
ば
彼
の
重
重
さ
は
、
江
戸
で
も
復
路
大
坂
で
も
一
貫
し
て
い
た
か
に
見
え
る
。
と
こ
ろ
が
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
元
重
挙
は
奥
田
の
弟
子

に
対
し
て
は
、
『
古
文
孝
経
』
を
見
せ
て
く
れ
な
い
か
、
と
懇
願
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

15　（659）



　
奥
田
の
弟
子
で
あ
る
馬
煙
謙
は
、
漢
の
孔
安
国
が
『
古
文
尚
書
』
序
で
述
べ
た
と
さ
れ
る
言
葉
、
す
な
わ
ち
漢
代
に
孔
家
の
壁
か
ら
『
古
文

尚
書
』
の
ほ
か
伝
『
論
語
』
噸
観
経
撫
が
出
て
き
た
と
い
う
有
名
な
話
し
を
取
り
挙
げ
、
こ
こ
で
い
う
伝
『
論
語
』
伝
『
門
経
』
と
は
ど
の
よ

う
な
書
物
な
の
か
と
尋
ね
た
。
元
重
挙
と
の
問
答
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
元
重
挙
　
本
伝
（
『
論
語
伝
』
）
は
見
た
こ
と
が
な
い
。
『
孝
経
伝
』
は
お
国
日
本
へ
伝
わ
っ
て
い
る
と
い
う
が
、
本
当
な
の
か
。

　
衝
貞
謙
　
太
宰
春
台
が
す
で
に
そ
の
家
塾
で
出
版
し
、
角
乗
を
付
け
た
。
わ
が
国
の
知
識
人
で
い
や
し
く
も
学
に
志
す
者
は
、
皆
ま
ず
こ
れ
を
読
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
元
重
挙
　
一
見
し
た
く
思
う
が
で
き
な
い
。
も
し
お
持
ち
で
あ
れ
ば
、
し
ば
ら
く
お
示
し
い
た
だ
け
な
い
か
。

　
江
戸
に
お
い
て
石
金
宣
明
や
下
陰
翰
ら
と
交
し
た
筆
談
に
よ
っ
て
、
身
重
挙
は
孔
安
国
伝
『
古
文
孝
経
』
と
称
す
る
も
の
が
、
日
本
に
伝
わ

り
現
存
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
に
い
た
っ
て
い
た
。
大
坂
に
来
る
と
、
そ
れ
が
太
宰
春
台
に
よ
っ
て
音
注
が
付
せ
ら
れ
す
で
に
公
刊
さ
れ
て
い

る
こ
と
も
教
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
は
、
江
戸
で
は
朱
子
の
教
え
を
実
践
す
る
の
に
役
立
た
な
け
れ
ば
必
要
な
い
と
雷
つ
た
元
旦
挙
で
す
ら
、
彼

の
方
か
ら
『
古
文
孝
経
』
を
一
目
見
た
い
、
と
食
指
を
動
か
す
に
い
た
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
成
大
中
が
帰
途
に
赤
間
関
で
瀧
鶴
台
と
再
会
し
、
『
租
律
集
』
『
孝
道
』
『
単
名
』
は
す
で
に
読
ん
だ
と
言
い
、
さ
ら
に
『
論
語
徴
』
荊
学
則
』

な
ど
を
読
み
た
い
と
申
し
出
た
こ
と
、
す
で
に
述
べ
た
。
こ
の
時
の
筆
談
記
録
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
に
先
ん
じ
て
成
大
中
は
瀧
と
次
の
よ
う
な
問

答
を
交
し
て
い
た
。

　
成
大
中
　
足
利
学
校
の
古
経
と
紀
州
の
山
君
の
著
述
の
如
き
は
海
外
の
異
本
で
あ
る
が
、
自
分
が
一
玩
す
ら
で
き
な
い
の
は
大
い
に
残
念
だ
。
帰
国
の
支
度

　
　
で
忙
し
く
、
買
っ
て
帰
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
最
も
嘆
か
わ
し
い
。
君
は
旅
の
携
帯
物
の
う
ち
に
持
っ
て
来
て
は
い
ま
い
か
。
一
覧
し
た
い
も
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
瀧
古
経
は
な
お
刊
行
さ
れ
ず
、
噸
考
文
』
も
部
数
が
多
い
。
自
分
は
携
帯
し
て
き
て
い
な
い
の
で
、
お
見
せ
で
き
な
い
。
残
念
だ
。

　
こ
の
段
階
で
、
成
大
中
は
足
利
学
校
に
古
経
が
現
存
す
る
こ
と
、
そ
し
て
「
紀
州
の
山
鴛
」
す
な
わ
ち
紀
州
の
山
井
鼎
が
こ
れ
を
も
と
に

『
七
経
孟
子
考
文
』
を
著
し
た
こ
と
も
す
で
に
知
っ
て
い
た
。
『
祖
裸
集
』
所
収
の
「
七
経
孟
子
考
文
叙
」
で
は
、
宋
学
が
隆
盛
を
極
め
て
以

後
、
中
国
で
は
散
髪
し
て
し
ま
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
日
本
に
伝
存
し
て
き
た
古
経
を
今
な
ぜ
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
語
っ
て
い
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た
。
『
祖
練
集
』
は
南
洋
以
下
三
人
が
と
も
に
大
い
に
関
心
を
寄
せ
熟
読
し
た
書
物
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
但
裸
の
こ
の
序
文
を
も
読
み
、
内
容

を
理
解
し
得
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
成
大
中
は
理
解
で
き
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
大
坂
に
お
け
る
奥
田
元

継
と
の
筆
談
に
は
彼
も
加
わ
っ
て
い
た
か
ら
、
彼
は
墨
黒
『
論
語
義
疏
』
に
は
『
論
語
』
本
文
に
異
同
が
あ
る
ら
し
い
こ
と
、
朱
子
も
ど
う
や

ら
こ
の
書
を
読
ま
な
か
っ
た
ら
し
い
こ
と
を
理
解
で
き
た
。
そ
れ
ら
古
典
籍
が
日
本
で
は
一
部
復
刻
さ
れ
、
日
本
人
で
あ
れ
ば
容
易
に
買
っ
て

読
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
も
知
っ
て
い
た
。
ま
た
租
棟
に
よ
る
こ
の
序
文
で
は
、
鼎
と
い
う
名
の
男
が
三
年
冬
け
て
古
経
と
古
注
の
校
訂
作

業
を
行
っ
た
こ
と
、
そ
の
た
め
に
精
力
を
使
い
果
た
し
瀕
死
の
病
を
得
る
に
至
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。
成
大
中
に
は
一
入
の
男
が
命
を

か
け
た
仕
事
の
意
昧
を
あ
る
程
度
は
理
解
で
き
た
と
考
え
る
の
が
、
自
然
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
を
理
解
で
き
た
れ
ば
こ
そ
、
彼
は
帰
国
間
際
に

な
っ
て
ま
で
、
但
棟
自
身
の
著
作
だ
け
で
な
く
、
「
古
経
」
も
山
井
の
著
作
も
手
に
入
れ
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
に
よ
っ
て
、
一
七
六
四
年
通
信
使
の
一
行
が
祖
母
学
の
何
で
あ
る
か
を
十
分
に
理
解
で
き
る
彼
自
身
の
主
要
著
作
を
手
に
入
れ
た
だ
け

で
は
な
く
、
日
本
人
儒
者
と
筆
談
を
交
す
過
程
で
、
狙
擦
の
弟
子
た
ち
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
校
勘
学
に
関
わ
る
業
績
と
古
典
籍
の
復
刻
に
つ
い

て
も
知
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
れ
ら
を
知
り
獲
得
し
よ
う
と
し
て
、
彼
ら
が
い
か
に
熱
心
で
あ
っ
た
か
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ

こ
に
我
々
は
、
朝
鮮
学
術
と
は
異
質
な
も
の
に
対
す
る
彼
ら
の
強
い
好
奇
心
と
、
極
め
て
旺
盛
な
知
識
欲
と
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
点
で
、
彼
ら
が
日
本
の
新
し
い
学
術
に
対
し
て
取
っ
た
態
度
は
、
先
回
一
七
四
八
年
通
信
使
が
そ
れ
を
排
斥
す
る
こ
と
に
の
み
熱
心
で
あ
っ

た
の
と
は
、
全
く
違
う
も
の
で
あ
っ
た
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
①
狩
野
直
喜
「
山
井
鼎
と
七
経
孟
子
考
文
補
遺
」
（
同
『
支
那
学
文
藪
㎞
東
京
、
　
　
韓
国
学
国
際
学
術
会
議
組
織
委
員
会
編
閣
2
1
世
紀
韓
国
学
の
進
路
模
索
』
ソ
ウ
ル
、

　
み
す
ず
轡
房
、
一
九
七
三
）
。

②
拙
稿
「
蚤
週
暑
忍
朴
外
望
暑
到
門
司
一
1
古
学
派
校
勘
学
潮
鴻
糾
斗
古
典

　
籍
音
響
刃
ロ
。
豆
i
朝
鮮
通
信
使
と
日
本
の
書
籍
－
省
学
派
校
勘
学
の
著
作

　
と
古
典
籍
を
中
心
に
一
」
（
斎
殿
引
詰
E
翔
正
6
0
ス
T
囁
0
1
六
テ
を
4
智
君
脚

　
ス
丁
哩
7
1
碧
墾
号
叫
号
翔
聾
を
調
d
『
丑
ズ
「
羽
振
均
編
『
2
1
川
7
1
剋
号
叫
潮

　
剋
呈
呈
州
㎞
ソ
ウ
ル
大
学
校
開
校
六
〇
周
年
・
百
重
閣
創
立
二
三
〇
周
年
記
念

　
二
〇
〇
⊥
ハ
）
。

③
石
金
宣
明
『
韓
館
応
酬
録
㎞
、
二
月
二
五
日
。

　
石
金
　
里
中
国
所
無
間
有
焉
。
経
則
宋
板
七
経
孟
子
及
古
文
孝
経
類
、
伝
注
則

　
皇
基
義
疏
孟
子
直
解
明
、
若
此
彼
邦
今
則
靡
有
云
。
其
他
子
史
伝
奇
悉
存
　
。

　
　
通
典
・
通
考
・
通
史
等
、
学
士
所
習
習
夕
菅
、
家
蔵
之
。

　
南
玉
　
今
所
示
羅
、
海
蘭
所
前
廊
。
近
事
之
乎
。
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石
金
　
不
然
。
海
舶
来
書
、
率
万
暦
嘉
靖
刻
也
。
藩
中
毛
晋
所
蔵
十
三
経
・
十

　
　
七
史
・
韓
（
漢
）
魏
叢
書
・
津
逮
秘
書
如
此
等
、
慶
長
以
来
送
之
。
僕
所
答
宋

　
　
板
野
、
中
古
以
来
蔵
天
朝
秘
庫
、
亦
有
意
郡
国
学
校
者
、
字
様
明
楷
、
大
異
明

　
　
本
。

　
　
な
お
こ
の
応
答
の
あ
と
、
石
金
は
次
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
を
書
き
残
し
て
い
る
。

　
　
宋
板
経
子
多
出
足
利
郷
学
校
、
而
本
書
朝
鮮
本
川
。
往
征
朝
鮮
之
時
、
長
門
毛

　
　
重
氏
流
寓
、
蔵
之
学
校
文
庫
也
。
余
以
南
不
濡
者
、
避
煎
薬
之
事
也
。

　
　
す
な
わ
ち
石
金
は
、
足
利
学
校
所
蔵
の
宋
版
の
多
く
は
朝
鮮
か
ら
の
略
奪
本
で

　
あ
る
と
理
解
し
て
い
た
。
ち
な
み
に
絃
楽
｝
馬
『
足
利
学
校
の
研
究
瞼
（
東
京
、

　
講
談
社
、
～
九
四
八
）
頁
一
四
八
に
よ
れ
ば
、
足
利
学
校
に
は
朝
鮮
版
一
五
部
が

　
あ
り
、
恐
ら
く
こ
れ
ら
は
、
徳
川
家
康
と
関
係
が
深
か
っ
た
重
要
元
信
が
寄
贈
し

　
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
し
か
し
山
井
や
根
本
が
底
本
と
し
て
用
い
た
宋
版

　
『
五
経
正
義
㎞
や
妙
本
義
侃
『
論
語
義
疏
㎏
な
ど
は
、
す
で
に
一
五
世
紀
以
前
に

　
足
利
学
校
に
入
っ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
朝
鮮
本
と
関
係
が
な
い
。
三

　
要
が
足
利
学
校
の
経
営
と
活
字
版
の
出
版
に
大
き
く
関
与
し
た
た
め
、
当
時
こ
の

　
よ
う
に
考
え
る
者
も
い
た
の
で
あ
る
。

④
　
宮
維
翰
『
東
急
鯨
談
腕
巻
下
、
頁
八
、
三
月
一
〇
日
。

　
　
龍
門
（
宮
維
翰
）
　
愚
論
侃
論
語
義
疏
・
孔
安
国
註
古
文
孝
経
・
王
粛
孔
子
家

　
　
語
註
、
是
等
既
刊
行
。
此
画
期
中
土
、
全
然
存
留
日
東
、
好
古
学
士
崇
尚
之
。

　
　
寧
楽
（
即
南
都
）
吾
先
王
旧
都
、
有
三
大
庫
。
庫
中
多
唐
来
珍
籍
、
若
杜
預
左

　
　
伝
釈
例
、
中
土
不
聞
伝
之
、
蓋
一
二
中
陣
。
公
等
想
心
酔
同
属
之
学
、
不
貴
此

　
　
等
辿
書
。

　
　
玄
川
（
元
凶
挙
）
　
然
。
正
面
此
等
註
解
、
無
益
正
心
誠
意
術
、
盟
邦
所
不
取

　
　
也
。

⑤
噸
先
哲
叢
談
後
編
臨
巻
六
、
劉
龍
門
（
東
京
、
国
史
研
究
会
、
～
九
一
六
）
頁

　
　
九
三
。

⑥
奥
田
元
継
『
両
好
鯨
話
隔
巻
上
、
頁
二
六
。

　
　
仙
楼
（
論
決
元
継
）
　
皇
侃
義
疏
論
語
、
通
薬
用
也
突
焉
等
字
、
多
於
朱
子
之

　
　
本
、
其
他
文
字
較
異
、
如
貧
葛
縄
、
藍
那
而
楽
道
、
久
而
敬
之
、
作
久
而
人
敬

　
　
之
之
類
。
又
公
冶
長
解
鳥
語
、
詳
皇
疏
。
然
朱
子
以
為
長
之
為
人
無
所
考
。
如

　
　
朱
子
博
覧
、
亦
不
見
皇
本
然
。

　
　
玄
川
（
元
締
挙
）
　
朱
子
、
孔
子
前
後
～
読
癖
豚
、
山
田
有
所
不
識
乎
。
如
四
書

　
　
則
道
聖
天
地
溝
大
、
理
極
山
海
之
深
。
僕
蛮
焉
得
奉
議
。
公
之
言
妄
　
。

⑦
撰
者
不
詳
『
朝
鮮
人
草
書
日
本
人
真
害
筆
軸
隔
（
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
）
。

　
　
元
重
挙
　
本
伝
未
及
見
聞
。
孝
経
伝
伝
到
貴
邦
云
。
未
知
信
然
否
。

　
　
某
（
衡
貞
謙
）

　
　
　
春
台
太
宰
氏
者
既
刻
薄
家
塾
、
且
引
音
註
。
画
意
人
士
、
筍
志
学
畑
田
先
読

　
　
之
。

　
　
元
貢
挙
　
欲
得
一
看
而
不
得
。
尊
若
有
之
、
幸
暫
示
之
。

　
　
こ
の
書
に
は
撰
者
名
が
記
さ
れ
な
い
。
そ
こ
に
記
さ
れ
る
問
答
を
奥
田
元
継

　
『
両
頭
道
話
』
附
録
、
す
な
わ
ち
茅
山
（
姓
は
衡
、
名
は
貞
謙
、
字
は
士
鳴
、
号

　
は
茅
山
、
浪
華
の
人
）
と
南
玉
、
成
大
中
、
元
重
挙
ら
と
の
筆
談
と
対
照
す
る
と
、

　
そ
の
中
ぱ
が
一
致
す
る
。
よ
っ
て
こ
の
書
は
無
二
謙
撰
で
あ
る
と
し
て
、
ほ
ぼ
間

　
違
い
な
い
。
彼
は
奥
田
の
門
人
で
あ
り
、
『
両
好
鯨
話
』
の
序
を
書
き
、
そ
の
校

　
定
を
し
た
人
物
で
あ
る
。
南
玉
『
日
出
影
絵
に
よ
れ
ば
、
四
月
五
日
に
面
会
し
て

　
い
る
。

⑧
瀧
鶴
台
『
長
門
癸
詰
問
桂
臨
出
庫
、
頁
九
。

　
　
龍
淵
（
成
大
中
）
　
足
利
学
校
之
古
経
、
紀
州
山
翼
之
著
述
、
如
是
海
外
異
本
、

　
　
而
僕
未
得
一
玩
、
深
可
恨
也
。
帰
球
戯
忙
、
無
由
購
去
、
尤
可
歎
。
行
業
其
或

　
　
帯
来
耶
。
願
得
一
覧
。

　
　
鶴
台
（
瀧
）
　
古
経
未
刊
行
、
田
文
亦
多
巻
峡
、
僕
不
携
来
、
不
得
供
覧
、
可

　
　
憾
也
。
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三
　
帰
国
後
に
お
け
る
租
練
学
の
紹
介

　
で
は
こ
の
よ
う
な
熱
心
さ
で
獲
得
し
た
祖
擦
の
諸
著
作
や
日
本
儒
者
と
の
筆
談
で
得
た
諸
情
報
を
も
と
に
、
彼
ら
は
祖
棟
学
に
つ
い
て
帰
国

後
ど
の
よ
う
に
紹
介
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
南
玉
『
日
観
記
』
で
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

　
　
　
（
径
裸
は
）
朱
子
が
経
典
を
誤
っ
て
解
釈
し
て
い
る
と
し
、
李
纂
龍
の
文
集
を
得
て
、
聖
人
の
作
ら
れ
た
経
典
の
主
旨
は
こ
こ
に
あ
る
、
経
典
の
解
釈
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
　
こ
れ
を
捨
て
て
は
あ
り
得
な
い
と
い
う
。

　
　
　
（
彼
は
）
華
音
つ
ま
り
中
国
音
で
読
書
す
る
こ
と
を
教
え
て
い
る
。

　
次
に
成
大
中
は
『
日
本
録
』
に
お
い
て
、
大
よ
そ
次
の
よ
う
な
評
価
を
下
し
た
。

　
　
京
都
の
伊
藤
仁
斎
は
『
童
子
問
臨
を
著
し
、
そ
の
道
は
陸
行
つ
ま
り
陽
明
学
に
近
い
。
江
戸
の
荻
生
祖
採
は
そ
の
文
章
の
俊
麗
な
る
こ
と
、
ほ
ぼ
日
本
一

　
　
で
あ
る
が
、
学
術
は
ね
じ
け
て
正
し
か
ら
ず
、
孟
子
以
下
に
す
べ
て
侮
蔑
を
加
え
な
が
ら
、
自
分
で
は
王
世
貞
・
李
纂
龍
の
お
か
げ
で
道
を
悟
っ
た
と
雷
っ

　
　
て
い
る
。
文
辞
で
も
王
李
を
喜
び
、
王
李
を
先
生
と
し
て
い
る
。
そ
の
見
識
の
卑
し
さ
は
か
く
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
仁
斎
は
『
論
語
註
』
を
作
っ
た
。
狙
律
は
『
論
語
徴
瞼
を
作
り
、
論
駁
は
仁
斎
か
ら
朱
子
に
及
び
、
才
能
の
あ
る
者
は
靡
然
と
し
て
従
っ
て
い
る
。
た
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
　
に
程
朱
を
尊
崇
す
る
者
が
い
た
と
し
て
も
、
み
な
老
挙
究
で
あ
り
、
力
弱
く
し
て
自
立
不
能
で
あ
る
。

　
最
後
に
元
重
挙
は
『
和
国
志
』
に
お
い
て
、
狙
穣
を
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。

　
　
　
（
祖
練
は
）
の
ち
王
世
上
・
李
纂
龍
の
文
集
を
長
崎
の
中
国
船
か
ら
得
、
そ
の
詩
文
を
慕
う
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
を
正
学
で
あ
る
と
し
て
学
び
、
自
ら
王

　
　
李
の
学
と
名
付
け
た
。
自
ら
『
論
語
徴
』
を
著
し
、
孟
子
以
下
を
す
べ
て
侮
辱
し
、
程
朱
に
対
し
て
は
最
も
ひ
ど
い
。
：
…
二
国
の
人
は
波
濤
の
よ
う
に
祖

　
　
棟
に
赴
き
、
“
海
東
夫
子
”
と
称
す
る
ほ
ど
で
あ
る
。

　
　
　
し
か
し
仏
老
が
性
や
徳
と
は
何
か
と
論
ず
る
よ
う
な
奇
抜
さ
は
な
く
、
陸
象
山
・
王
陽
明
が
論
じ
た
良
知
良
能
と
は
何
か
、
と
い
っ
た
こ
と
を
ほ
と
ん
ど
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論
じ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
尊
崇
す
る
豊
漁
貞
・
李
禁
龍
と
は
、
こ
れ
ま
た
天
下
す
べ
て
が
み
な
潮
笑
す
る
人
物
と
き
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
　
ま
た
華
音
（
中
国
音
）
を
も
っ
て
韻
書
を
学
生
に
授
け
、
華
音
が
解
る
よ
う
に
な
っ
て
そ
の
後
、
書
を
授
け
て
い
る
。

　
さ
て
、
三
人
に
よ
る
但
練
学
の
紹
介
で
共
通
し
て
い
る
の
は
、
第
一
に
征
孫
が
朱
子
学
に
猛
烈
な
攻
撃
を
加
え
た
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
第

二
に
、
彼
は
明
の
王
世
々
・
李
正
真
の
影
響
を
強
く
受
け
た
と
い
う
二
点
で
あ
る
。
ま
た
、
華
音
で
読
書
作
文
せ
よ
と
教
え
て
い
る
と
紹
介
す

る
点
で
、
南
玉
と
元
重
挙
が
一
致
し
、
孟
子
を
も
非
難
す
る
と
い
う
点
で
、
成
大
申
と
元
重
挙
が
一
致
し
て
い
る
。
租
練
の
学
術
を
誤
っ
た
正

し
か
ら
ざ
る
も
の
と
し
て
紹
介
す
る
点
で
は
、
も
ち
ろ
ん
全
員
一
致
し
て
い
る
。

　
以
上
示
し
た
よ
う
な
狙
棟
学
に
つ
い
て
の
紹
介
は
、
朝
鮮
に
お
い
て
初
め
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
義
は
祖
裸
学
が
初
め
て
こ

の
国
で
詳
し
く
紹
介
さ
れ
た
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
。
す
で
に
一
七
一
九
年
通
信
使
に
よ
っ
て
仁
斎
の
『
童
子
問
』
が
持
ち
帰
ら
れ
、
あ
る
限

定
さ
れ
た
範
囲
で
あ
れ
こ
れ
は
読
ま
れ
て
い
た
。
ま
た
そ
れ
は
寄
贈
の
説
と
同
様
、
朱
子
に
背
く
異
端
の
説
で
あ
る
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
は
い

た
。
し
か
し
、
祖
棟
と
い
う
日
本
の
一
儒
学
者
の
説
が
こ
こ
ま
で
様
々
な
角
度
か
ら
詳
し
く
紹
介
さ
れ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
国
始
ま
っ
て

以
来
、
初
め
て
の
こ
と
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
我
々
は
こ
の
こ
と
に
十
分
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

　
し
か
し
三
人
が
少
な
く
と
も
『
租
練
集
』
を
熟
読
し
た
こ
と
、
南
玉
一
人
に
つ
い
て
言
え
ば
さ
ら
に
『
二
道
』
『
逸
名
』
を
も
熟
読
し
て
い

た
ら
し
い
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、
右
の
よ
う
な
彼
ら
に
よ
る
征
棟
学
の
紹
介
は
、
あ
ま
り
に
貧
弱
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
、
こ
れ
で

租
練
学
の
中
で
も
そ
の
核
心
部
分
を
紹
介
し
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
検
証
す
る
た
め
、
我
々
は
以
上
の
三
著
作
に
盛
ら
れ

た
祖
下
学
の
核
心
と
言
う
べ
き
数
点
を
掲
げ
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
し
て
こ
れ
と
対
照
す
る
こ
と
で
、
彼
ら
三
人
は
何
を
紹
介
し
何
を
紹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

介
し
な
か
っ
た
の
か
、
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
但
練
学
説
の
要
点
は
以
下
の
数
点
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
租
練
に
よ
れ
ば
、
朱
子
ら
心
々
に
よ
る
経
典
解
釈
の
誤
り
は
、
彼
ら
が
「
皆
、
至
言
を
も
っ
て
古
言
を
視
る
」
と
い
う
研
究
方
法
を

　
と
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
（
頁
三
四
、
五
～
二
上
、
五
三
七
下
）
。
す
な
わ
ち
、
古
代
先
王
の
道
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
た
と
え
ば
宋
代
の
言
語

　
「
今
旦
」
を
も
っ
て
し
て
は
不
可
能
で
あ
り
、
代
っ
て
西
漢
以
前
に
使
わ
れ
た
古
文
辞
の
用
例
を
把
握
し
、
「
春
雷
」
つ
ま
り
古
代
言
語
を
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も
っ
て
始
め
て
解
釈
で
き
る
と
す
る
（
頁
三
五
）
。

（
2
）
祖
練
は
、
政
治
と
道
徳
を
切
り
離
し
、
政
治
が
道
徳
よ
り
優
位
に
あ
る
と
主
張
す
る
。
「
先
王
の
道
は
天
下
を
安
ん
ず
る
の
道
な
り
」

「
民
を
安
ん
ず
る
の
道
な
り
」
で
あ
る
（
頁
ご
一
、
四
九
八
下
）
。
先
王
の
道
は
聖
人
が
作
為
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
道
と

は
事
物
が
そ
の
よ
う
に
あ
る
べ
き
理
で
あ
る
と
す
る
宋
儒
も
、
孝
悌
な
ど
の
道
徳
を
道
で
あ
る
と
す
る
仁
斎
も
と
も
に
否
定
さ
れ
る
。
仁
と

は
心
の
問
題
つ
ま
り
個
人
道
徳
で
は
な
く
、
民
を
安
ん
ず
る
た
め
に
政
治
を
行
う
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

（
3
）
　
陽
明
学
や
仁
斎
学
も
、
朱
子
学
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
批
判
さ
れ
る
。
陸
象
山
、
王
陽
明
、
伊
藤
仁
斎
は
、
と
も
に
心
の
問
題
を
朱
子
と

同
様
に
心
で
解
釈
し
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
「
た
だ
其
の
心
を
も
っ
て
心
を
言
う
」
に
す
ぎ
な
い
。
先
王
の
道
を
求
め
な
が

ら
そ
れ
を
示
す
確
実
な
根
拠
を
「
辞
（
古
文
辞
）
と
事
（
具
体
的
事
実
）
に
求
め
な
い
」
（
頁
五
三
〇
上
）
。
祖
裸
は
心
と
い
う
曖
昧
で
万
人
に
お

い
て
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
も
の
を
探
究
す
る
代
り
に
、
六
経
に
記
さ
れ
る
具
体
的
な
事
実
、
す
な
わ
ち
聖
人
が
定
め
た
詩
書
礼
楽
と
い
う
把
握

可
能
な
事
実
を
探
究
す
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
修
得
す
る
こ
と
こ
そ
が
学
問
で
あ
る
と
す
る
（
頁
三
〇
、
五
四
二
下
）
。

（
4
）
　
孔
子
と
孟
子
を
切
断
す
る
。
孟
子
は
楊
子
や
墨
子
と
同
じ
レ
ベ
ル
に
ま
で
地
位
が
引
き
下
げ
ら
れ
、
し
ば
し
ば
非
難
さ
れ
る
。
そ
の

性
善
説
も
、
諸
子
と
の
論
争
に
勝
つ
た
め
に
一
面
を
強
調
し
た
説
で
あ
る
と
し
て
斥
け
ら
れ
る
（
頁
；
充
、
五
一
七
下
）
。
ま
た
「
気
質
を

変
化
さ
せ
」
、
「
学
ん
で
聖
人
に
な
る
」
こ
と
は
不
可
能
事
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
頁
一
〇
、
～
六
、
二
四
、
五
三
八
上
）
。

（
5
）
　
明
代
李
指
墨
・
王
世
貞
が
百
石
し
た
古
文
辞
学
に
賛
同
す
る
。
こ
の
文
学
理
論
と
し
て
の
古
文
辞
学
を
文
学
の
世
界
に
止
め
ず
、
経

学
研
究
に
応
用
す
る
。
「
古
言
」
を
識
る
た
め
に
古
文
辞
を
学
ぶ
べ
き
だ
と
す
る
。
早
耳
の
文
学
、
欧
陽
修
と
蘇
転
を
代
表
と
す
る
そ
れ
に

著
し
い
嫌
悪
を
示
す
。
古
文
辞
学
の
主
張
に
則
り
、
議
論
の
た
め
の
文
章
を
避
け
、
ま
た
叙
事
の
た
め
に
は
修
辞
が
必
要
で
あ
る
と
す
る

（
頁
五
〇
三
上
、
五
二
九
上
、
五
三
七
下
）
。

（
6
）
　
漢
文
を
読
み
書
き
す
る
た
め
に
は
、
倭
訓
す
な
わ
ち
日
本
式
の
訓
読
は
捨
て
よ
と
主
張
す
る
。
華
音
（
中
国
音
）
を
学
び
、
華
音
で

読
み
書
き
す
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
（
『
祖
棟
集
』
巻
二
九
、
一
－
九
）
。
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（
7
）
　
宋
学
者
に
よ
る
注
釈
を
排
斥
し
、
宋
学
が
隆
盛
に
な
る
以
前
の
テ
キ
ス
ト
や
注
釈
に
着
目
す
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
（
頁
四
九
〇
下
、

　
五
三
〇
上
）
。

　
祖
棟
学
は
極
め
て
広
汎
で
あ
り
、
も
ち
ろ
ん
上
記
の
七
点
に
要
約
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
こ
の
七
点
も
相
互
に
密
接
な
関
係
を
も
つ
。

し
か
し
南
玉
ら
が
租
練
学
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
紹
介
し
た
の
か
を
考
察
す
る
た
め
に
は
、
以
上
で
十
分
な
比
較
の
対
象
と
な
ろ
う
。
先

に
三
人
に
よ
る
紹
介
の
共
通
点
と
し
て
、
第
一
に
狙
棟
が
朱
子
学
を
猛
然
と
攻
撃
し
て
い
る
点
を
挙
げ
た
。
し
か
し
こ
こ
で
見
直
し
て
み
る
な

ら
、
彼
ら
は
征
裸
が
宋
学
の
ど
こ
を
間
違
っ
て
い
る
と
言
っ
て
い
る
の
か
、
ほ
と
ん
ど
何
も
語
っ
て
い
な
い
こ
と
が
解
る
。
経
典
研
究
の
あ
る

べ
き
方
法
を
主
張
し
、
同
時
に
朱
子
学
を
攻
撃
し
た
（
1
）
に
つ
い
て
、
三
人
は
と
も
に
何
も
語
ら
な
い
。
「
古
言
」
「
長
言
」
と
い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
に
つ
い
て
一
人
も
紹
介
し
な
い
。
ま
た
道
徳
と
政
治
を
切
り
離
し
、
後
者
が
優
位
に
あ
る
と
す
る
（
2
）
に
つ
い
て
も
、
三
人
は
全
く

何
も
語
ら
な
い
。
朱
子
学
だ
け
で
な
く
陽
明
学
を
も
攻
撃
し
た
（
3
）
に
つ
い
て
も
、
三
人
は
何
も
語
ら
な
い
。
三
者
が
共
通
し
て
祖
棟
の
誤

り
と
し
て
旦
ハ
体
的
に
挙
げ
て
い
る
の
は
わ
ず
か
に
（
5
）
、
す
な
わ
ち
章
動
は
明
の
王
世
貞
・
李
楚
割
の
大
き
な
影
響
を
受
け
た
と
い
う
点
の

み
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
我
々
は
彼
ら
が
祖
篠
学
の
ど
こ
が
間
違
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
の
か
、
そ
の
紹
介
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
読
み
と
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
彼
ら
に
よ
る
租
練
学
の
紹
介
は
、
い
ず
れ
も
核
心
を
外
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
の
で
あ
る
。

　
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
三
人
が
読
響
の
著
作
を
手
に
入
れ
る
の
に
極
め
て
熱
心
で
あ
り
、
『
狙
棟
集
』
を
熟
読
し
た
ら
し
い
こ
と
と
大
い
に
矛

盾
す
る
の
で
は
な
い
か
。
あ
る
い
は
彼
ら
が
そ
れ
を
熟
読
し
た
と
い
う
我
々
の
考
証
が
、
誤
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
狙
篠
の
三
著
作
を
熟

読
し
た
と
南
玉
が
言
っ
た
の
は
、
こ
れ
ま
た
虚
言
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
し
か
し
今
一
度
、
彼
ら
に
よ
る
祖
練
学
の
紹
介
を
見
て
み
よ
う
。
そ
こ
に
は
幾
つ
か
の
点
が
注
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
第
｝
に
南
玉
の
紹

介
に
お
い
て
、
征
練
は
「
李
饗
龍
の
文
集
を
得
て
、
聖
人
の
作
ら
れ
た
経
典
の
主
旨
は
こ
こ
に
あ
る
、
経
典
の
解
釈
は
こ
れ
を
捨
て
て
あ
り
え

な
い
」
と
主
張
し
た
と
述
べ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
言
う
な
ら
、
江
戸
で
『
身
心
集
』
を
読
ん
だ
時
に
た
だ
ち
に
書
い
た
日
記
で
も
、

「
李
纂
龍
を
知
っ
て
の
ち
、
始
め
て
古
経
、
修
辞
、
立
言
と
は
何
で
あ
る
か
を
知
っ
た
」
と
言
っ
て
い
る
、
と
彼
は
述
べ
て
い
た
。
成
大
中
も
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ま
た
、
「
狙
練
は
王
世
貞
・
李
饗
龍
の
お
か
げ
で
道
を
悟
っ
た
と
言
っ
て
い
る
」
と
紹
介
し
て
い
た
。

　
こ
れ
ら
の
紹
介
は
、
狙
徐
が
王
李
二
人
の
影
響
を
文
学
理
論
の
面
で
受
け
た
と
い
う
だ
け
で
は
決
し
て
な
く
、
こ
れ
を
超
え
て
そ
れ
を
古
経

の
解
釈
に
応
用
し
た
こ
と
を
彼
ら
が
理
解
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
征
練
は
、
「
覇
王
の
心
は
良
い
歴
史
叙
述
家
に
な
ろ
う

と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
だ
け
で
、
六
経
に
ま
で
心
が
ま
わ
ら
な
か
っ
た
。
自
分
こ
そ
が
古
文
辞
を
六
経
に
用
い
た
の
だ
、
こ
こ
が
二
人
と
は

違
っ
て
い
る
」
（
頁
五
三
七
下
）
と
誇
り
、
「
李
暴
龍
と
王
世
襲
と
は
文
章
の
士
に
す
ぎ
な
い
。
自
分
こ
そ
は
天
の
寵
霊
に
よ
っ
て
、
六
経
の
道

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
（
巻
二
二
、
頁
五
、
与
富
春
山
人
第
七
簡
）
と
王
李
を
超
え
た
と
誇
っ
て
い
た
。
南
下
も
成
大
中
も
、
韻
律
が

王
李
古
文
辞
学
の
単
な
る
祖
述
者
で
な
か
っ
た
こ
と
を
十
分
に
知
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
元
重
挙
は
、
径
棟
は
「
陸
象
山
・
王
陽
明
が
論
じ
た
良
知
良
能
と
は
何
か
、
と
い
っ
た
こ
と
を
ほ
と
ん
ど
論
じ
な
い
」
と
紹
介
し
て

い
た
。
こ
れ
は
彼
が
、
玉
篠
学
が
陸
王
の
学
と
は
違
う
異
端
で
あ
る
こ
と
を
正
確
に
理
解
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
第
三
に
、
成
大
中
は
『
征
前
集
』
巻
二
七
「
答
屈
景
山
」
に
見
え
る
伊
原
蔵
（
伊
藤
東
涯
）
と
雨
無
品
（
雨
森
芳
洲
）
の
名
前
を
ほ
ぼ
原
文
の

構
文
を
用
い
て
筆
談
の
席
で
引
用
し
た
こ
と
、
す
で
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
「
答
屈
景
山
」
に
は
「
古
言
」
「
今
言
」
と
い
う
彼
の
方

法
論
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
記
さ
れ
て
い
た
。
彼
の
方
法
が
、
王
李
の
古
文
辞
学
を
経
典
解
釈
に
応
用
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
書
か
れ
て
い
た
。

宋
儒
た
ち
は
～
人
一
人
が
違
う
心
に
理
を
求
め
る
だ
け
で
こ
れ
を
古
代
聖
人
の
作
為
が
現
れ
て
い
る
「
事
」
と
「
辞
」
に
求
め
な
い
、
と
も
非

難
し
て
書
か
れ
て
い
た
。
こ
の
「
心
を
も
っ
て
心
を
言
う
」
点
で
は
、
陽
明
も
仁
斎
も
宋
儒
と
同
じ
で
あ
る
と
も
糾
弾
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
一

文
の
中
に
は
、
七
律
学
の
真
髄
と
い
う
べ
き
も
の
が
数
多
く
詰
め
込
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
重
要
な
一
文
で
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
、
『
全
山

集
』
だ
け
で
な
く
彼
の
生
前
中
に
刊
行
さ
れ
た
『
学
則
』
に
も
収
録
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
成
大
中
が
こ
の
一
文
の
中
で
、
「
古
言
」
に
も

「
今
言
」
に
も
目
を
と
め
ず
、
宋
儒
の
ど
こ
が
間
違
っ
て
い
る
と
明
確
に
指
摘
し
て
い
る
所
に
も
目
を
と
め
ず
、
さ
ら
に
は
陽
明
、
仁
斎
を
も

批
判
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
読
み
飛
ば
し
、
た
だ
伊
原
蔵
と
雨
雪
陽
に
つ
い
て
書
か
れ
た
と
こ
ろ
の
み
を
読
ん
で
記
憶
し
て
い
た
な
ど
と
は
、
全

く
あ
り
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。
も
し
そ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
、
彼
の
読
書
能
力
を
完
全
に
過
小
評
価
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
書
簡
は
難
解
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な
も
の
で
は
ま
っ
た
く
な
い
。
同
じ
く
元
重
挙
も
『
狙
練
集
』
収
録
の
「
与
春
窮
」
を
間
違
い
な
く
読
ん
で
い
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
一
文
で
も

や
は
り
、
「
程
朱
は
古
言
が
わ
か
ら
な
い
」
と
非
難
し
つ
つ
、
古
言
を
理
解
で
き
．
な
い
程
朱
が
作
っ
た
注
釈
に
頼
っ
て
古
典
を
解
釈
し
よ
う
と

す
る
こ
と
は
、
「
華
言
（
中
国
語
）
を
朝
鮮
に
求
め
る
よ
う
な
も
の
だ
」
、
と
の
う
ま
い
比
喩
を
し
て
い
た
。
元
粛
正
が
「
程
朱
」
の
ど
こ
が
間

違
っ
て
い
る
の
か
と
記
し
た
部
分
を
読
み
飛
ば
し
、
「
朝
鮮
」
と
い
う
文
字
に
対
し
て
も
無
頓
着
だ
っ
た
と
は
、
こ
れ
ま
た
到
底
考
え
が
た
い

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
な
ら
ば
、
書
志
ら
は
や
は
り
『
祖
裸
集
』
を
詳
細
に
読
ん
だ
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
っ
て
、
彼
ら
が
日
本
で

そ
れ
を
熟
読
し
て
理
解
し
た
こ
と
と
帰
国
後
に
紹
介
し
た
も
の
と
の
問
に
、
あ
ま
り
に
大
き
な
落
差
が
あ
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
え
な
い
の
で

あ
る
。
帰
国
後
帯
ら
が
紹
介
し
た
祖
篠
学
は
、
い
ず
れ
も
隔
靴
掻
痒
と
言
う
べ
き
も
の
で
し
か
な
い
。
あ
る
い
は
彼
ら
は
但
練
学
を
紹
介
す
る

に
あ
た
っ
て
、
言
っ
て
よ
い
こ
と
と
悪
い
こ
と
と
を
無
意
識
に
か
意
識
的
に
慎
重
に
か
、
選
択
し
た
の
で
は
な
い
か
。

　
い
っ
た
い
彼
ら
は
本
当
の
と
こ
ろ
、
租
洋
学
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
我
々
は
今
｛

度
日
本
に
も
ど
り
、
こ
の
地
で
彼
ら
が
交
わ
し
た
筆
談
記
録
に
よ
り
な
が
ら
、
彼
ら
の
循
豊
玉
へ
の
対
応
を
も
う
一
度
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
①
南
玉
欄
日
観
記
』
巻
一
〇
、
総
紀
、
学
術
・
称
号
。
　
　
　
　
　
　

③
元
重
挙
『
和
国
志
』
巻
二
、
異
端
之
説
。

　
　
　
朱
子
為
誤
経
、
得
李
筆
龍
文
集
、
以
為
聖
経
之
歩
軍
是
、
解
毒
舎
是
不
得
。
　
　
　
　
　
　
後
得
王
世
貞
・
笹
子
麟
文
集
於
長
崎
唐
船
、
不
但
慕
其
詩
文
、
謂
之
正
学
而
学

　
　
　
物
騒
栢
以
為
倭
読
書
有
釈
無
音
、
…
…
教
以
華
音
読
書
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
之
、
遂
自
名
王
悲
母
学
。
自
著
論
語
徴
、
自
孟
子
以
下
、
｛
聖
誕
侮
、
至
程
朱

　
②
成
大
中
糊
日
本
録
臨
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尤
甚
。
…
…
一
国
之
人
波
奔
濡
魁
、
至
称
為
海
東
夫
子
。
…
…
而
無
仏
世
論
性

　
　
　
西
京
有
伊
藤
惟
貞
字
原
爆
、
号
仁
斎
、
著
童
子
問
、
門
路
近
法
学
。
江
戸
物
茂
　
　
　
　
　
　
論
徳
之
奇
、
乏
陸
王
良
知
良
能
之
辮
。
忌
避
宗
祖
王
李
者
、
又
是
天
下
所
共
笑

卿
、
名
墜
栢
、
号
狙
採
、
…
…
文
章
俊
麗
、
殆
日
東
第
一
、
而
学
術
誠
僻
。
自

孟
子
以
下
、
皆
平
鞘
侮
、
然
自
言
藩
王
李
而
悟
道
、
文
辞
亦
蘇
占
拠
李
、
以
王

組
閣
宗
師
。
其
見
識
尊
卑
如
此
。
惟
貞
作
論
語
註
、
上
卿
作
論
語
徴
、
駁
惟
貞

挙
挙
朱
子
、
材
俊
者
廉
然
従
之
。
錐
或
有
藤
崇
程
至
当
、
皆
老
学
究
、
力
弱
不

能
自
立
。

　
　
之
人
。

④
以
下
の
ペ
ー
ジ
数
は
『
荻
生
狙
擁
』
（
日
本
思
想
大
系
3
6
、
東
京
、
岩
波
害
店
、

　
～
九
七
三
）
に
よ
る
。
同
書
に
収
録
し
な
い
文
章
に
つ
い
て
は
、
魍
狙
裸
集
』
の

　
巻
数
、
頁
数
を
示
す
。
但
律
学
の
主
旨
に
つ
い
て
は
、
主
に
吉
川
幸
次
郎
「
狙
採

　
学
案
」
（
同
書
収
録
）
、
丸
山
真
男
隅
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』
（
東
京
、
東
京
大
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学
出
版
会
、
一
九
五
」
じ
を
参
照
。

四
　
筆
談
記
録
に
見
え
る
祖
練
学
へ
の
対
応
と
評
価

一七六四年朝鮮通信使と日本の但裸学（夫馬）

　
今
、
狙
棟
学
に
対
す
る
彼
ら
の
本
当
の
考
え
を
聞
く
た
め
、
日
本
人
と
の
筆
談
記
録
を
見
直
し
て
み
よ
う
と
言
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
を
そ
こ

に
明
瞭
な
形
で
見
出
し
う
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
簡
単
に
は
い
か
な
い
。
彼
ら
は
日
本
で
も
至
る
所
、
異
口
同
音
に
「
朱
子
が
正
し
い
。
朱
子

に
背
く
者
は
異
端
で
あ
る
」
と
語
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
発
言
の
一
部
は
す
で
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
す
べ
て
省
略

す
る
。
と
こ
ろ
が
我
々
は
、
こ
れ
ら
公
式
見
解
の
よ
う
な
発
言
に
混
じ
っ
て
、
な
ぜ
彼
ら
が
狙
棟
学
に
つ
い
て
本
当
に
考
え
る
と
こ
ろ
を
率
直

明
瞭
に
語
ら
な
か
っ
た
の
か
、
の
答
え
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
の
答
え
に
よ
っ
て
、
彼
ら
が
帰
国
後
、
祖
藩
学
に
つ
い
て
言

っ
て
良
い
こ
と
と
悪
い
こ
と
を
弁
別
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
先
に
出
し
た
疑
問
に
対
し
て
も
、
答
え
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
三
月
～
○
日
の
こ
と
、
江
戸
の
暴
露
翰
は
元
仁
挙
ら
と
筆
談
し
た
。
や
は
り
異
口
同
音
に
「
朱
子
学
を
や
れ
、
格
物
窮
理
を
や
れ
」
と
言
わ

れ
た
の
で
、
こ
れ
に
閉
口
し
た
彼
は
席
を
換
え
て
李
彦
環
を
相
手
に
、
「
本
当
の
と
こ
ろ
、
あ
な
た
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
」
と
問
い
か
け

た
。
こ
れ
に
対
し
て
李
彦
環
は
次
の
よ
う
に
答
え
た
と
い
う
。

　
　
朝
鮮
の
国
法
で
は
、
宋
儒
に
よ
ら
ず
に
経
典
を
説
く
者
は
厳
重
に
処
罰
さ
れ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
窪
い
た
く
な
い
。
文
章
に
つ
い
て
論
じ
よ
う
で

　
　
　
　
①

　
は
な
い
か
。

　
李
彦
瑛
は
直
裁
明
瞭
に
答
え
た
。
彼
は
「
異
端
児
」
と
言
っ
て
よ
い
人
物
で
あ
る
。
ま
た
雷
門
で
あ
る
と
い
う
身
分
の
気
楽
さ
が
あ
っ
た
し
、

南
玉
ら
と
は
筆
談
の
席
を
別
に
し
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
直
載
に
物
が
言
え
た
の
で
あ
る
。
彼
が
一
行
に
加
わ
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
我
々
は
こ

ん
な
明
快
な
答
え
を
決
し
て
聞
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
彼
に
し
て
な
お
、
儒
学
に
つ
い
て
率
直
に
語
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
。

よ
り
正
確
に
は
自
由
に
語
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
話
し
を
文
学
の
方
に
換
え
て
く
れ
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
よ
り
先
の
三
月
四
日
、
縢
資
哲
は
南
玉
響
に
対
し
て
、
日
本
で
は
近
年
、
宋
儒
を
批
判
す
る
風
気
が
強
ま
っ
て
い
る
と
紹
介
し
つ
つ
、
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「
お
国
朝
鮮
で
は
程
朱
の
教
え
を
尊
び
、
異
説
を
尊
ば
な
い
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
お
国
で
も
近
年
ま
た
意
識
を
備
え
た
人
が
い
て
、
宋
儒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

を
批
判
す
る
に
至
っ
た
者
が
い
る
か
」
と
率
直
に
尋
ね
た
。
こ
れ
に
対
し
て
南
玉
は
一
読
し
た
だ
け
で
一
語
も
答
え
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
同
じ
く
江
戸
の
儒
者
、
渋
井
太
室
も
本
当
の
と
こ
ろ
を
聞
い
て
み
た
い
～
人
で
あ
っ
た
。
彼
は
宿
舎
本
願
寺
で
通
信
使
一
行
に
面
会
し
た
後
、

別
れ
を
惜
し
ん
で
沢
田
東
江
ら
と
と
も
に
彼
ら
を
品
川
ま
で
送
り
、
こ
こ
で
夜
遅
く
ま
で
筆
談
と
唱
和
を
交
わ
し
た
。
彼
は
別
れ
に
際
し
て
日

本
の
儒
学
情
況
を
紹
介
し
た
長
文
の
手
紙
を
携
え
て
き
て
お
り
、
こ
れ
に
答
え
を
求
め
た
。
こ
れ
に
対
し
て
宿
賃
は
や
は
り
「
祖
裸
学
は
間
違

っ
て
い
る
。
朱
子
学
が
正
し
い
」
と
い
う
公
式
見
解
で
答
え
た
。
渋
井
は
こ
れ
に
不
満
で
あ
っ
た
の
か
、
旅
先
の
～
行
に
次
の
よ
う
な
手
紙
を

送
っ
た
。

　
　
た
だ
聞
く
と
こ
ろ
で
は
、
諸
公
は
江
戸
で
得
裸
の
隅
論
語
徴
駈
と
文
集
（
噸
組
棟
門
』
）
を
求
め
て
読
ん
だ
と
か
。
ゆ
え
に
ど
の
よ
う
な
御
意
見
な
の
か
質

　
問
し
た
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
試
そ
う
と
す
る
つ
も
り
で
は
な
か
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
南
玉
は
、
今
度
は
為
重
謙
、
元
重
心
、
成
大
中
と
の
四
人
連
名
で
、
次
の
よ
う
な
返
事
を
送
っ
た
。

　
　
　
『
狙
学
籍
』
は
お
お
よ
そ
見
お
わ
っ
た
。
…
…
あ
な
た
が
「
決
し
て
試
そ
う
と
す
る
つ
も
り
で
は
な
い
」
と
の
言
葉
で
、
狙
侠
に
つ
い
て
の
考
え
を
我
々

　
に
求
め
る
と
は
、
よ
く
よ
く
考
え
れ
ば
そ
の
間
に
深
い
意
図
が
か
く
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
誉
口
葉
は
果
た
し
て
あ
な
た
の
本
心
に
適
う
も
の
か

　
ど
う
か
≡
ゆ

　
渋
井
と
し
て
は
親
し
く
な
れ
た
と
思
っ
た
か
ら
、
こ
こ
ま
で
率
直
に
書
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
南
玉
は
毅
然
と
し
て
答
え
る
こ
と
を
は
ね
つ

け
た
。
租
練
学
説
に
つ
い
て
考
え
る
と
こ
ろ
を
率
直
に
答
え
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
渋
井
に
対
す
る
返
答
に
は
、
彼
ら
が
最
も
問
題
に
さ
れ

た
く
な
い
こ
と
を
問
題
に
さ
れ
た
困
惑
と
怒
り
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
我
々
は
こ
こ
に
至
っ
て
、
無
腰
ら
が
帰
国
後
に
な
し
た
祖
練
学
説
に
対
す
る
紹
介
が
何
故
あ
ん
な
に
も
隔
靴
掻
痒
な
も
の
で
し
か
な
か
っ
た

の
か
、
よ
う
や
く
答
え
を
出
せ
る
に
至
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
簡
単
に
雷
え
ば
、
彼
ら
は
考
え
る
と
こ
ろ
を
正
直
に
語
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
「
朝
鮮
の
国
法
で
は
、
宋
儒
に
よ
ら
ず
に
経
典
を
説
く
者
は
厳
重
に
処
罰
さ
れ
る
」
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
ら
も
で
き
れ
ば
「
こ
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の
問
題
に
つ
い
て
は
言
い
た
く
な
」
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
「
古
言
」
「
適
言
」
と
い
う
祖
練
学
の
方
法
論
は
明
ら
か
に
朱
子
の
そ
れ

と
抵
触
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
「
異
端
」
学
説
を
詳
し
く
紹
介
す
る
こ
と
自
体
、
大
い
に
問
題
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
は
こ
れ

を
言
う
こ
と
は
、
朱
子
の
方
法
論
に
対
し
て
自
ら
疑
問
を
呈
す
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
か
っ
た
。
自
ら
が
「
異
端
」
で
あ
る
と
間
違
わ
れ

な
い
た
め
に
は
、
祖
練
の
論
法
を
撃
破
で
き
る
だ
け
の
論
法
を
自
ら
提
示
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
も
し
祖
練
が
朱
子
学
だ
け

で
な
く
陽
明
学
を
も
批
判
し
て
い
る
と
紹
介
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
彼
が
何
を
根
拠
に
し
て
陽
明
学
を
も
批
判
す
る
の
か
説
明
せ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
と
こ
ろ
が
当
時
の
朝
鮮
知
識
人
の
常
識
に
よ
れ
ば
、
朱
子
学
を
批
判
す
る
も
の
と
言
え
ば
陽
明
学
に
決
ま
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、

仁
斎
や
狙
練
の
学
説
を
非
難
す
る
時
、
彼
ら
は
「
そ
れ
は
陸
王
の
学
に
似
て
い
る
」
と
表
現
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
最
も
簡
単
な
説
明
で
あ

り
「
異
端
」
に
対
す
る
批
判
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
征
練
は
陽
明
学
を
も
朱
子
学
と
と
も
に
批
判
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
ど
う
紹
介
し

ど
う
説
明
し
た
ら
よ
い
の
か
。
朱
子
を
護
り
な
が
ら
そ
れ
を
説
明
す
る
の
が
い
か
に
困
難
な
こ
と
か
、
我
々
に
も
容
易
に
想
像
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
彼
ら
が
共
通
し
て
祖
棟
学
が
間
違
っ
て
い
る
と
し
て
あ
げ
た
論
拠
を
思
い
出
し
て
み
よ
う
。
そ
れ
は
、
狙
徐
が
朱
子
に
背
い
て
い
る
と
い
う

同
義
反
復
の
よ
う
な
論
拠
を
除
け
ば
、
わ
ず
か
に
明
の
早
世
貞
・
李
軽
車
に
よ
る
古
文
辞
学
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
点
だ
け

で
あ
っ
た
。
し
か
し
元
重
挙
が
い
み
じ
く
も
述
べ
た
よ
う
に
、
当
時
の
朝
鮮
で
は
「
王
築
三
・
李
纂
龍
と
は
、
こ
れ
ま
た
天
下
す
べ
て
が
み
な

潮
笑
す
る
人
物
」
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
従
っ
て
彼
ら
は
聖
母
学
の
誤
り
を
そ
れ
以
上
論
証
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
。
王
世
塵
・
黒
垂
龍
の
名

前
を
出
せ
ば
、
最
も
安
全
確
実
に
「
そ
の
見
識
の
卑
し
さ
」
を
「
論
証
」
で
き
た
の
で
あ
る
。

　
祖
三
舞
に
対
す
る
率
直
明
瞭
な
論
評
を
避
け
よ
う
と
し
た
点
で
は
、
日
本
滞
在
中
も
朝
鮮
帰
国
後
も
一
貫
し
て
い
た
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
南

玉
、
成
大
中
、
元
重
量
三
人
が
朝
鮮
を
出
て
日
本
に
向
か
う
に
あ
た
り
、
日
本
人
と
正
面
き
っ
て
儒
学
論
争
を
す
る
こ
と
は
避
け
る
、
程
朱
一

本
で
ゆ
く
と
の
合
意
は
、
終
始
一
貫
し
て
保
持
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
我
々
は
、
三
人
が
『
祖
二
野
』
を
得
て
以
降
を
も
含
め
て
、

彼
ら
が
日
本
で
租
練
学
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
の
か
を
見
る
こ
と
は
、
全
く
無
駄
な
作
業
で
あ
る
と
雷
っ
て
よ
い
。
た
と
え
ば
元

27　（671）



重
挙
は
復
路
駿
河
の
吉
原
に
お
い
て
さ
え
、
「
貴
国
日
本
の
文
士
は
、
そ
の
学
問
に
お
い
て
明
儒
が
陸
象
山
を
祖
述
す
る
説
を
尊
ん
で
い
る
」

　
　
　
　
　
　
④

と
非
難
し
て
い
た
。
ま
た
名
古
屋
で
も
相
変
わ
ら
ず
彼
は
、
「
宇
宙
中
間
に
両
人
有
り
。
仲
尼
（
孔
子
）
の
元
気
、
紫
陽
（
朱
子
）
の
真
、
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

こ
れ
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
た
。
江
戸
に
お
い
て
獲
得
し
た
『
黒
闇
集
』
か
ら
得
た
知
識
を
彼
は
ま
っ
た
く
生
か
し
て
い
な
い
。
彼
は
こ
の
よ

う
に
日
本
人
を
論
難
し
、
信
じ
る
と
こ
ろ
を
述
べ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
た
だ
一
つ
だ
け
、
彼
ら
の
祖
練
学
へ
の
見
方
を
窺
う
に
足
る
筆
談
を
紹
介
し
よ
う
。
そ
れ
は
、
一
行
が
帰
途
立
ち
寄
っ
た
赤
間
関
に
お
い
て
、

瀧
鶴
台
と
交
し
た
も
の
で
あ
る
。
瀧
は
歴
と
し
た
祖
練
学
派
の
人
で
あ
っ
た
が
、
元
重
挙
は
そ
の
日
記
で
「
海
外
の
華
人
で
あ
る
」
と
評
し
た

よ
う
に
、
そ
の
人
と
な
り
と
学
識
に
は
高
い
評
価
を
与
え
て
い
た
。
こ
こ
で
元
重
挙
は
、
瀧
鶴
台
が
租
練
の
徒
で
あ
る
こ
と
を
遺
憾
で
あ
る
と

し
、
「
朱
子
の
道
は
太
陽
が
中
天
に
あ
る
よ
う
に
公
明
で
あ
り
、
孔
子
の
後
わ
ず
か
に
一
人
だ
け
で
あ
る
」
と
論
じ
て
説
伏
を
試
み
た
。
瀧
は

元
重
挙
に
よ
る
批
判
が
あ
ま
り
に
抽
象
的
に
す
ぎ
る
と
し
て
、
こ
れ
に
た
い
し
て
次
の
よ
う
に
答
え
た
。

　
　
組
棟
の
学
は
、
古
言
を
も
っ
て
古
経
を
解
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
明
ら
か
な
る
こ
と
火
を
観
る
が
ご
と
く
で
あ
る
。
朱
子
の
「
明
徳
」
に
対
す
る
解
釈

　
は
職
詩
経
曝
『
左
伝
』
と
合
致
せ
ず
、
仁
を
心
の
徳
と
み
な
し
て
い
る
。
…
…
古
代
に
あ
っ
て
は
詩
・
書
・
礼
・
楽
を
四
教
・
四
術
と
い
い
、
士
君
子
が
学

　
ぶ
も
の
は
こ
れ
だ
け
で
あ
っ
た
・
「
本
然
餐
」
「
存
寄
鼻
塞
手
無
適
」
な
ど
程
委
　
学
つ
よ
う
な
瞥
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
殉
・

　
瀧
は
こ
こ
で
祖
力
学
の
真
髄
と
し
て
、
我
々
が
先
に
挙
げ
た
要
点
の
（
1
）
（
2
）
（
3
）
を
挙
げ
た
の
で
あ
っ
た
。
「
古
雷
を
も
っ
て
古
経

を
解
す
る
」
を
「
古
言
を
も
っ
て
古
経
を
証
す
」
と
往
路
で
も
言
っ
て
い
た
か
ら
、
蝉
茸
の
方
法
論
を
言
う
の
は
こ
れ
で
二
度
目
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
元
畜
挙
も
他
の
二
人
も
こ
れ
に
対
応
す
る
答
え
を
出
さ
な
か
っ
た
。
か
わ
り
に
元
言
挙
は
た
だ
、
あ
な
た
は
租
棟
の
良
い
部
分
（
明

処
）
は
理
解
さ
れ
て
い
る
が
、
間
違
っ
た
部
分
（
暗
処
）
は
取
捨
選
択
す
べ
き
で
あ
る
と
抽
象
的
な
批
判
を
繰
り
返
す
の
み
で
あ
っ
た
。
㎎
但
練

集
』
で
何
度
も
出
て
く
る
こ
の
「
古
言
」
に
基
づ
く
朱
子
学
批
判
の
ど
こ
が
間
違
っ
た
部
分
（
暗
処
）
な
の
か
、
あ
る
い
は
古
代
聖
人
の
時
代

に
は
「
本
然
気
質
」
な
ど
の
種
目
は
な
か
っ
た
と
指
摘
し
た
の
が
ど
こ
が
間
違
っ
て
い
る
の
か
、
全
く
説
明
し
な
か
っ
た
。
瀧
は
、
あ
な
た
が

た
は
「
た
だ
空
虚
に
皆
練
を
け
な
す
だ
け
で
、
そ
の
教
え
が
先
王
や
孔
子
の
道
と
食
い
違
っ
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
を
明
挙
し
な
い
」
と
論
評
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し
た
。
こ
の
瀧
の
論
評
は
、
彼
ら
が
帰
国
後
な
し
た
降
棟
学
に
対
す
る
批
判
が
ま
っ
た
く
核
心
を
突
い
た
も
の
で
は
な
い
と
し
た
我
々
の
見
解

と
、
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
成
大
中
は
こ
の
席
で
注
目
す
べ
き
次
の
よ
う
な
発
心
を
し
た
。

　
　
征
徐
の
誤
り
は
そ
の
才
能
が
あ
ま
り
に
高
す
ぎ
、
弁
論
が
あ
ま
り
に
痛
快
す
ぎ
、
識
見
が
あ
ま
り
に
奇
抜
で
あ
り
、
学
問
が
あ
ま
り
に
博
す
ぎ
る
と
こ
ろ

　
に
あ
っ
て
、
そ
の
文
華
の
力
草
た
る
や
、
実
に
簡
単
に
は
排
斥
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
。
後
学
は
そ
の
師
と
す
べ
き
点
を
師
と
し
、
そ
の
捨
て
る
べ
き
点
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
捨
て
る
な
ら
、
そ
れ
で
こ
そ
善
く
租
棟
を
学
ぶ
と
霧
う
こ
と
が
で
き
、
得
採
も
ま
た
後
世
に
補
う
と
こ
ろ
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
は
耳
隠
に
対
す
疑
辞
な
の
で
あ
ろ
う
か
賛
辞
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
租
棟
の
誤
り
は
」
と
い
う
の
だ
か
ら
、
形
式
的
に
は
彼
を
非
難
し

た
形
に
な
っ
て
は
い
る
。
と
こ
ろ
が
実
質
に
お
い
て
は
、
こ
れ
は
祖
練
に
対
す
る
賛
辞
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
南
玉
も
帰
国
後
こ
れ
と
よ
く
似
た
評
価
を
下
し
た
。
そ
れ
は
祖
練
を
秀
吉
に
な
ぞ
ら
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
秀
吉
と
雷
え
ば
朝
鮮
で
は

大
悪
党
に
決
ま
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
彼
は
、
日
本
に
と
っ
て
誰
よ
り
も
大
功
と
大
罪
を
も
た
ら
し
た
人
物
と
し
て
祖
練
を
秀
吉
と
同
列
に
お

い
た
。
一
方
、
朱
子
学
者
で
あ
る
留
守
友
信
に
つ
い
て
は
、
「
や
や
正
し
く
は
あ
る
が
固
隔
で
あ
る
」
と
プ
ラ
ス
評
価
を
し
た
か
に
見
え
て
そ

の
実
マ
イ
ナ
ス
評
価
を
し
て
い
た
。
上
玉
は
留
守
か
ら
そ
の
著
作
『
朱
易
要
義
』
三
冊
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
が
、
日
本
で
そ
れ
を
読
ん
で
彼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

を
「
頗
る
学
に
志
す
と
こ
ろ
が
あ
る
」
と
評
価
し
た
。
し
か
し
こ
の
評
価
も
ま
た
、
六
〇
歳
に
も
な
る
こ
の
大
坂
の
朱
子
学
者
を
ま
る
で
子
供

扱
い
に
し
た
も
の
と
奮
っ
て
よ
い
。
折
衷
学
派
の
南
宮
岳
に
つ
い
て
も
、
「
博
学
で
は
あ
る
が
ね
じ
け
て
い
る
」
と
ほ
と
ん
ど
眼
中
に
お
か
な

か
っ
た
。
南
宮
が
博
識
に
も
明
代
儒
者
の
言
葉
を
多
く
引
用
し
つ
つ
、
漢
儒
を
も
類
意
と
と
も
に
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
、
南
玉
と
書

簡
の
や
り
と
り
を
し
た
こ
と
は
、
彼
の
『
講
習
独
覧
』
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
し
、
『
野
駈
記
』
に
も
簡
単
に
見
え
る
。
南
玉
は
ま
た
「
朱

子
を
攻
撃
す
る
者
は
俊
才
で
あ
る
者
が
多
く
、
朱
子
を
守
る
者
は
庸
劣
で
あ
る
者
が
多
い
」
、
と
も
評
し
た
。
こ
れ
ら
か
ら
す
れ
ば
、
南
玉
の

祖
擁
評
は
三
盆
で
は
決
し
て
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
大
胆
不
敵
な
と
こ
ろ
が
気
に
入
っ
た
と
す
る
最
大
の
賛
辞
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　
一
七
六
四
年
通
信
使
に
加
わ
っ
た
朝
鮮
知
識
人
に
と
っ
て
、
良
く
も
悪
し
く
も
問
題
で
あ
っ
た
の
は
租
穣
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
彼
ら
は
租
裸
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に
対
し
て
既
辞
と
賛
辞
の
入
り
混
じ
っ
た
評
価
を
贈
り
な
が
ら
、
日
本
滞
在
中
か
ら
帰
国
後
に
彼
を
論
評
し
た
文
章
を
書
く
ま
で
ず
っ
と
、

裸
に
対
す
る
決
定
的
な
反
撃
の
論
理
を
な
お
構
築
で
き
ず
に
い
た
の
で
あ
る
。

①
再
犯
翰
糊
扁
螺
絵
談
翫
巻
下
、
頁
＝
ハ
。

　
　
雲
鶏
日
、
国
法
外
宋
儒
而
説
経
者
掛
縄
之
、
不
潔
言
説
此
等
事
。
請
論
文
章
。

②
　
縢
資
哲
牌
鴻
櫨
館
文
稿
』
三
月
四
日
紫
野
。

　
　
嘗
聞
貴
国
宗
程
朱
之
訓
、
不
貴
異
説
。
近
世
又
有
卓
識
之
人
、
而
有
見
子
此
乎
。

　
　
雪
曇
所
蕩
。
　
　
（
秋
月
）
一
閲
一
過
、
幕
無
復
一
語
夷
。

③
渋
井
水
室
門
品
川
一
塊
㎞
。

　
　
磯
廻
諸
公
在
江
都
葦
葺
、
覧
双
松
論
語
楽
曲
三
尊
読
之
、
鐘
楼
貴
見
如
何
、
非

　
　
敢
嘗
試
也
。

　
　
租
裸
集
略
々
看
了
。
…
…
足
下
既
以
非
敢
嘗
試
発
之
、
而
求
其
説
於
僕
輩
者
、

　
　
極
知
遇
深
意
於
其
問
。
未
知
此
言
果
有
契
鎌
足
下
之
本
意
単
数
。

④
秋
山
章
㎎
青
丘
傾
蓋
集
』
巻
下
。

　
　
玄
川
日
、
観
貴
邦
文
士
、
学
則
尚
明
儒
祖
陸
三
鼎
。

⑤
磯
谷
正
卿
『
河
梁
雅
契
』
頁
＝
。
こ
の
雷
葉
は
は
朝
鮮
の
儒
者
金
麟
厚
の
詩

　
と
し
て
有
名
。
そ
の
後
漢
学
を
学
ぶ
必
要
が
あ
る
と
主
張
す
る
清
朝
の
学
者
を
論

　
難
ず
る
時
に
も
用
い
ら
れ
た
こ
と
、
拙
稿
「
朝
鮮
燕
行
使
申
在
植
の
『
筆
諏
㎞
に

狙

　
見
え
る
漢
学
・
宋
学
論
議
と
そ
の
周
辺
」
（
岩
井
茂
樹
編
㎎
中
国
近
世
社
会
の
秩

　
序
形
成
隔
京
都
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
二
〇
〇
四
）
目
語
〇
四
。

⑥
瀧
鶴
台
『
長
門
癸
甲
問
楼
㎞
巻
二
、
頁
＝
二
。

　
　
復
裸
之
学
、
以
古
言
解
古
経
、
明
如
観
火
。
如
朱
子
明
徳
解
、
与
詩
・
左
伝
不

　
　
合
、
仁
為
心
徳
。
…
…
古
里
詩
轡
礼
楽
、
謂
之
四
教
四
術
。
士
君
子
之
所
学
是

　
　
已
。
量
有
本
然
気
質
・
存
養
省
察
・
主
一
無
適
二
種
種
之
目
乎
。

　
　
唯
星
空
誠
町
租
裸
已
、
而
未
蒙
明
疑
似
其
浮
世
先
生
孔
子
雌
器
相
齪
灘
処
。

⑦
同
前
書
、
同
巻
、
頁
一
四
。

　
　
漿
果
葛
巻
入
、
正
坐
才
太
高
、
辮
太
快
、
識
太
奇
、
学
太
博
、
而
其
文
華
力
量
、

　
　
実
有
不
可
遽
選
挙
者
。
後
学
若
能
髪
型
可
所
漁
者
、
置
捨
其
可
捨
者
、
則
可
謂
．

　
　
善
学
茂
卿
、
而
茂
卿
亦
将
有
補
於
後
人
也
。

⑧
南
玉
『
日
観
記
㎞
巻
一
〇
、
総
説
、
学
術
。

　
　
然
攻
朱
者
多
才
俊
、
主
峯
者
多
庸
下
。
近
世
物
避
難
眩
惑
一
世
、
…
功
罪
倶
魁
、

　
　
如
秀
吉
之
進
塁
国
。
…
…
留
守
友
信
之
学
梢
正
爆
睡
、
南
宮
喬
之
学
博
而
設
。

⑨
同
前
書
、
巻
七
、
正
月
二
三
日
目
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結

語

　
以
上
に
よ
っ
て
、
～
七
六
四
年
通
信
使
が
日
本
の
学
術
の
何
を
問
題
に
し
て
い
た
の
か
明
ら
か
に
な
っ
た
。
租
下
学
に
つ
い
て
の
認
識
は
前

回
の
も
の
に
比
べ
て
飛
躍
的
に
進
展
し
た
。
し
か
し
進
展
し
た
が
ゆ
え
に
、
か
え
っ
て
ま
た
朝
鮮
に
は
正
確
に
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

外
国
へ
出
た
者
が
そ
の
地
の
学
術
文
化
に
大
き
な
関
心
を
寄
せ
な
が
ら
、
、
国
内
事
情
に
よ
っ
て
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
伝
え
な
い
こ
と
は
、
現
在

我
々
が
生
き
る
世
界
で
も
し
ば
し
ば
目
に
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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元
理
博
が
当
時
朝
鮮
の
学
術
界
で
最
も
優
れ
た
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
知
ら
な
い
。
し
か
し
銀
玉
と
成
大
中
は
間
違
い
な
く
一

流
の
学
識
を
そ
な
え
た
人
物
で
あ
っ
た
。
李
彦
環
が
こ
の
一
行
に
加
わ
っ
た
の
は
全
く
の
偶
然
で
あ
っ
た
が
、
彼
も
ま
た
一
流
の
学
識
を
そ
な

え
た
人
物
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
に
日
本
で
生
ま
れ
朝
鮮
の
も
の
と
は
異
質
な
学
術
に
興
味
を
覚
え
、
旺
盛
な
知
識
欲
で
そ
れ
が
何
で

あ
る
か
知
ろ
う
と
し
た
。
学
識
が
高
か
っ
た
が
ゆ
え
に
、
知
識
欲
も
旺
盛
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
一
七
四
八
年
通
信
使
に
お
い
て
は
、
朝
鮮
知
識
人
た
ち
は
日
本
の
古
学
に
強
い
反
発
を
覚
え
、
そ
の
流
行
を
危
惧
す
る
言
葉
の
み
が
日
本
人

と
の
筆
談
で
現
れ
た
。
し
か
し
一
七
六
四
年
の
そ
れ
に
な
る
と
、
彼
ら
は
狙
棟
学
に
異
常
な
ま
で
の
関
心
を
示
し
、
こ
れ
に
関
わ
る
情
報
の
収

集
に
熱
心
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
関
心
は
、
祖
裸
の
弟
子
た
ち
が
成
し
と
げ
た
業
績
に
ま
で
及
ん
だ
。
我
々
は
こ
こ
に
両
国
の
学
術
関
係
が
す
で

に
大
き
く
転
換
し
て
い
た
こ
と
を
見
る
べ
き
で
あ
る
。

　
し
か
し
一
七
六
四
年
通
信
使
一
行
は
、
日
本
の
学
術
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
な
か
っ
た
し
、
そ
れ
を
帰
国
後
そ
の
ま
ま
伝
え
な
か
っ
た
。
そ

の
原
因
の
第
一
が
、
「
宋
儒
に
よ
ら
ず
に
経
典
を
説
く
者
は
厳
重
に
処
罰
さ
れ
た
」
か
ら
で
あ
る
こ
と
、
す
で
に
述
べ
た
。
そ
の
原
因
と
し
て

あ
と
二
つ
を
挙
げ
う
る
。

　
そ
の
一
つ
は
、
そ
の
学
術
が
ほ
か
な
ら
ぬ
日
本
、
つ
ま
り
彼
ら
が
「
絶
海
の
愛
児
」
の
地
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
で
生
ま
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
国
で
は
有
史
以
来
、
日
本
の
学
術
を
受
け
入
れ
た
経
験
な
ど
一
度
も
な
か
っ
た
。
元
重
量
が
も
っ
て
い
た
文
明
史
観
は
、
こ
れ
に
か
か
わ

る
も
の
と
し
て
興
味
深
い
。
彼
に
よ
れ
ば
、
「
天
地
の
気
は
北
か
ら
南
に
」
流
れ
る
も
の
と
決
ま
っ
て
い
た
。
日
本
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
文
明

が
開
け
た
の
も
、
北
に
あ
る
朝
鮮
か
ら
秀
で
た
気
が
南
に
流
れ
た
か
ら
で
あ
っ
て
、
こ
れ
と
は
逆
に
南
か
ら
北
へ
気
が
流
れ
る
こ
と
は
、
朝
鮮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
文
化
と
社
会
が
混
乱
し
破
滅
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
文
明
史
観
を
持
つ
者
が
、
南
で
生
ま
れ
た
学
術
を
自
ら
受
容
す
る

こ
と
は
あ
り
得
な
い
し
、
そ
れ
を
北
へ
積
極
的
に
伝
え
る
こ
と
も
あ
り
得
な
い
。

　
第
二
に
は
、
当
時
の
朝
鮮
は
自
ら
小
中
華
と
称
し
、
夷
秋
民
族
が
支
配
す
る
清
朝
中
国
を
も
蔑
視
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ま
た
有
史

以
来
と
雷
っ
て
よ
い
ほ
ど
に
中
国
か
ら
学
術
文
化
を
受
け
入
れ
て
き
た
こ
の
国
に
あ
っ
て
、
当
時
は
ち
ょ
う
ど
朝
鮮
的
霊
夢
観
念
が
最
も
強
く
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支
配
し
て
い
た
時
で
あ
っ
て
、
中
国
の
学
術
文
化
す
ら
受
け
入
れ
る
こ
と
を
拒
絶
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
時
代
に
、
日
本
の
そ
れ
を
受
け
入

れ
る
は
ず
は
な
い
の
で
あ
る
。
狙
律
学
を
中
心
と
し
た
日
本
の
学
術
が
こ
の
時
に
伝
わ
ら
な
か
っ
た
の
は
、
朝
鮮
国
内
の
諸
事
情
に
よ
る
の
で

あ
っ
て
、
学
術
文
化
そ
の
も
の
の
優
劣
と
全
く
関
係
が
な
い
。

　
日
本
の
学
術
が
目
に
見
え
る
形
で
影
響
を
与
え
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
こ
の
朝
鮮
的
華
墨
観
念
が
一
部
打
ち
破
ら
れ
、
清
朝
漢
学
が
導
入
さ

れ
て
以
後
の
こ
と
、
つ
ま
り
一
七
六
四
年
か
ら
約
半
世
紀
も
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
清
朝
漢
学
の
導
入
に
熱
心
で
あ
っ
た
金
正
喜
（
玩
堂
）
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

最
後
の
通
信
使
す
な
わ
ち
一
八
＝
年
の
そ
れ
が
持
ち
帰
っ
た
日
本
の
学
術
成
果
に
も
強
い
共
感
を
示
し
た
。
ま
た
あ
る
研
究
に
よ
れ
ば
、
了

墨
壷
は
そ
の
噸
論
語
古
今
注
』
（
一
八
一
三
年
、
純
祖
一
三
年
）
に
お
い
て
、
伊
藤
仁
斎
の
説
を
三
回
、
荻
生
祖
練
の
説
を
五
〇
回
、
太
宰
春
台

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
説
を
　
四
八
回
引
用
し
て
い
る
と
い
う
。

　
し
か
し
文
化
的
な
鎖
国
状
態
に
大
き
な
風
穴
を
開
け
た
決
定
的
契
機
が
洪
大
容
の
燕
行
で
あ
り
、
そ
れ
が
一
七
六
四
年
に
通
信
使
が
帰
国
し

た
翌
年
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
は
た
し
て
偶
然
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
確
か
に
祖
練
学
そ
の
も
の
は
そ
の
時
点
で
明
瞭
な
形
で

影
響
を
与
え
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
通
信
使
一
行
が
キ
ャ
ッ
チ
し
た
日
本
の
新
し
い
学
術
情
況
や
豊
か
な
文
化
情
況
は
、
時
に
プ

ラ
ス
評
価
な
の
か
マ
イ
ナ
ス
評
価
な
の
か
曖
昧
な
表
現
を
と
っ
て
、
ま
た
時
に
明
ら
か
な
危
惧
と
明
ら
か
な
羨
望
の
言
葉
と
な
っ
て
、
確
か
に

帰
国
後
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
我
々
は
一
七
六
四
年
通
信
使
の
一
行
が
、
南
の
日
本
で
新
し
く
生
ま
れ
た
学
術
を
熱
心
に
知
ら
ん
と
し
た
精
神
と
、
文
化
的
な
鎖
国
状
態
を

打
ち
破
ろ
う
と
し
て
燕
行
使
の
一
員
と
し
て
北
へ
向
か
っ
た
洪
大
容
の
精
神
と
に
は
、
南
北
の
違
い
は
あ
れ
、
ど
こ
か
一
致
し
た
も
の
を
見
る

の
で
あ
る
。

　
①
瀧
鶴
台
『
長
門
癸
甲
問
磋
臨
巻
下
、
頁
～
二
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一
』
（
東
京
、
国
轡
刊
行
会
、
一
九
七
五
）
頁
一
四
〇
。

　
　
　
日
東
文
運
日
閥
。
古
人
所
出
天
気
自
北
而
南
湖
、
斯
有
験
夷
。
但
恨
目
今
波
奔
　

③
河
宇
鳳
隅
朝
鮮
後
期
実
学
者
潮
日
本
観
研
究
』
（
ソ
ウ
ル
、
一
志
社
、
一
九

　
　
　
導
水
曲
者
、
大
抵
脇
明
儒
王
宮
之
余
弊
、
寧
日
而
起
三
者
、
物
祖
虚
実
執
其
餐
。
　
　
　
　
八
九
）
頁
二
三
〇
〔
日
本
語
藤
壷
土
筆
鳳
『
朝
鮮
実
学
者
の
見
た
近
世
日
本
幽

　
②
藤
塚
螂
『
清
朝
文
化
喧
伝
の
研
究
一
嘉
慶
・
道
光
学
壇
と
李
朝
の
金
翫
堂
　
　

（
東
京
、
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
一
）
頁
二
七
三
〕
。
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〔
本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
の
史
料
収
集
で
は
、
九
州
大
学
名
誉
教
授
中
野
三
敏
氏
、

高
麗
大
学
校
教
授
鄭
光
氏
、
京
都
大
学
文
学
研
究
科
留
挙
生
鄭
塔
誤
君
・
盧
京
姫

さ
ん
の
大
き
な
助
力
を
得
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
す
る
。
〕

一七六四年朝鮮通信使と日本の役擁学（夫馬）

’
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The　Korean　Embassy　of　1764　and　the　Sorai　School　in　Japan

by

FuMA　Susumu

　　In　the　study　of　Korean　embassies　to　Japan，　the　embassies　have　been　seen　as

conveying　more　advanced　Korean　learning　to　Japan．　However，　for　the　period　after

the　Ancient　Learning　school　came　to　dominate　in　Japan，　this　expianation　ceases　to

be　viable．

　　Leaming　of　the　lack　of　esteem　for　the　Neo－Confucianism　of　Zhuxi　in　Japan，　the

members　of　the　embassy　of　1748　felt　threatened，　but　the　next　embassy　of　1764

was　fully　aware　of　the　situation　prior　to　its　departure，　and　the　members　were　ex－

tremely　active　in　trying　to　grasp　£he　nature　of　the　Sorai　school．　They　eagerly

sought　out　the　collected　works　of　Sorai，　acquired　them，　and　read　them　enthusiasti－

caily．　They　also　obtained　copies　of　the　Bendo　and　Benmei，　Moreover，　by　way　of

their　“brush　conveysations”　with　Japanese　Confucians，　they　became　interested　in

the　textual　criticism　of　the　Shichikei　moshi　kobun　by　the　Sorai’s　disciple　and　the

Guwen　Xiaojing　ap．　Kobun　Kol〈yo）　and　Lunyu　yishu　Gp．　Rongo　giso）　of　Huangl〈an

gp．　Ogan），　which　had　been　preserved　in　Japan．

　　Nevertheless，　in　introducing　Sorai’s　thought　after　their　retum　to　Korea，　not　one

was　successful　in　conveying　what　inight　be　termed　its　“essence．”　That　the　18th

century　marked　a　turning　point　in　the　scholarly　re｝ationship　between　the　two

nations　is　clearly　seen　in　the　brush　conversations　of　both　the　embassies　with

Japanese　Confucians．　However，　the　embassy　of　1764　did　not　result　in　the　intro－

duction　of　the　Sorai　school　in　Korea．　This　was　entire｝y　unrelated　to　the　ques£ion

of　the　re｝ative　superiority　of　the　scholarship　in　either　country．　lt　resulted　from　the

fact出at　to　propound　any　school　of£hough亡other　than　that　of　Zh面was　consi－

dered　heretical　and　strictly　forbidden　in　the　Korea　of　the　day．　Other　causes　block－

ing　the　adoption　of　the　new　school　of　thought　originating　in　Japan　weye　the　tradi－

tional　view　of　Japan　long　held　in　Korea　and　the　Korean　dichotomy　of　civbized　vs．

barbalian　rnainta血ed　by　contemporary　Korean血tenectuals．
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